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〈
経
済
法
研
究
会
「
独
占
禁
止
法
の
新
し
い
理
論
の
た
め
に
」

2
〉

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
と
独
禁
法
・
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
排
他
的
行
為
の
規
制

藤

稔

回

目

次

は
じ
め
に

第
一
章
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
に
つ
い
て

第
一
節
理
論
の
目
的
と
排
他
権
の
概
念

第
二
節
旧
来
の
理
論
の
誤
り

第
三
節
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
計
測
方
法
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説

(
ニ
不
可
欠
施
設
取
得
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ

(
二
)
裸
の
排
他
権
購
入
・
イ
ン
プ
ッ
ト
の
超
過
購
入
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ

(
三
)
共
同
行
為
の
組
織
化
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ

(
四
)
寡
占
市
場
形
成
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ

第
四
節
独
占
力
の
形
成

第
二
章
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
き
上
げ
理
論
の
批
判
的
検
討

第
一
節
計
測
手
段
の
問
題

第
二
節
排
他
権
購
入
の
コ
ス
ト
と
戦
略
の
実
行
可
能
性

第
三
節
効
率
悪
化
と
効
率
増
進
の
比
較
衡
量

第
四
節
救
済
措
置
と
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論

第
五
節
他
の
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
類
型

第
三
章
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
の
意
義
と
今
後
の
検
討
課
題

第
一
節
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
の
評
価

第
二
節
意
義
と
今
後
の
検
討
課
題

.:;;b. 
両岡

は
じ
め
に

本
稿
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
理
論
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
を
紹
介
し
、
検
討
を
加
え
た
上
で
、

独
禁
法
理
論
の
検
討
課
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
の

ア
メ
リ
カ
で
は
、

一
九
六

0
年
代
に
反
ト
ラ
ス
ト
法
が
最
も
厳
し
く
運
用
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
い
わ
ゆ
る
シ
カ
ゴ
学
派
と
呼
ば
れ

北法46(6・46)1536 



ア
メ
リ
カ
で
は
シ
カ
ゴ
学
派
の
考
え
方
が
、

(
1
)
 

局
い
ず
れ
に
も
深
く
浸
透
し
、
シ
カ
ゴ
革
命
と
呼
ば
れ
る
状
況
を
生
み
出
し
た
。

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
、
裁
判
所
、
行
政
当

る
学
者
に
よ
っ
て
強
い
批
判
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラストj去による排他的行為の規制

」
れ
に
対
し
て
、

一
九
九

0
年
代
に
再
び
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
運
用
は
強
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
だ
が
、

そ
れ
は
単
純
な
六

0
年
代
理
論
へ

の
回
帰
で
は
な
い
。
こ
の
現
在
の
運
用
強
化
を
支
え
る
理
論
は
、
ポ
ス
ト
シ
カ
ゴ
学
派
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
検
討
す
る
ラ
イ
バ
ル

コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
は
、
こ
の
ポ
ス
ト
シ
カ
ゴ
学
派
の
理
論
の
一
つ
で
あ
る
。

第
一
章

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
に
つ
い
て

第
一
節

理
論
の
目
的
と
排
他
権
の
概
念

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
は
、
種
々
の
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
垂
直
的
制
限
に
よ
る
排
他
的
行
為
の
一
般
理
論
と
し
て

そ
の
う
ち
両
教
授
が
イ
エ
|

提
出
し
、
詳
細
で
包
括
的
な
議
論
を
行
っ
た
の
は
、
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

(
2
)
 

ル
・
ロ

l
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
発
表
し
た
論
文
を
紹
介
す
る
。

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ

l
と
サ
ロ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
・
規
制
当
局
は
、

(
3
)
 

一
定
の
垂
直
的
制
限
は
、
独
占
力
を
生
み
出
す
か
、

そ
の
行
使

を
容
易
に
す
る
と
感
じ
て
き
た
が
、

ど
の
よ
う
に
独
占
力
を
獲
得
で
き
る
か
、
独
占
力
の
獲
得
が
最
も
起
こ
り
ゃ
す
い
条
件
は
何
か
、
に
つ

北法46(6・47)1537

い
て
の
一
貫
し
た
理
論
が
な
く
、
判
例
理
論
に
お
け
る
不
十
分
な
理
由
づ
け
は
シ
カ
ゴ
学
派
に
よ
る
厳
し
い
批
判
を
招
い
て
き
た
と
述
べ
て
、

こ
れ
に
対
し
て
、
明
示
的
で
一
貫
し
た
理
論
的
分
析
と
、
信
頼
で
き
る
客
観
的
で
執
行
可
能
な
指
針
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
と
、

そ
の
音
ω

図
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
基
本
的
分
析
方
法
に
つ
い
て
、
旧
来
の
公
式
理
論
に
対
す
る
シ
カ
ゴ
学
派
に
よ
る
批
判
に
異
を
唱
え
る
も



説

(
4
)
 

の
で
は
な
く
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
理
論
の
中
か
ら
の
批
判
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
の
中
核
と
な
る
排
他
権
協
定
は
、
次
の
よ
う
な
概
念
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業

論

者
は
、
事
業
活
動
に
必
要
な
イ
ン
プ
ッ
ト
の
供
給
業
者
と
の
問
で
、
自
ら
の
競
争
者
に
対
し
て
、
自
分
と
同
等
の
条
件
で
取
引
し
な
い
よ
う

に
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
格
を
引
き
上
げ
る
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
こ
の
協
定
を
排
他
権
協
定
と
呼
ん
で
い

る。

一
定
の
状
況
下
で
、
こ
の
協
定
は
、

もを
の引
でき
あ?上
るとげ
。る

と
カf

で
き

ラ
イ
バ
ル
に
利
用
可
能
な
イ
ン
プ
ッ
ト
の
供
給
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
バ
ル
の
コ
ス
ト

そ
れ
に
よ
っ
て
、
排
他
権
の
購
入
者
に
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
で
の
価
格
引
上
げ
の
力
を
与
え
る
、
と
い
う

従
っ
て
、
反
競
争
的
効
果
の
可
能
性
は
次
の
二
段
階
の
分
析
に
よ
り
、
評
価
さ
れ
る
。
第
一
に
、
問
題
の
行
為
が
、
競
争
者
の
コ
ス
ト
を

不
可
避
的
に
か
な
り
の
程
度
引
き
上
げ
る
も
の
か
ど
う
か
が
、
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
ラ
イ
バ
ル
の
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
る
こ

と
が
、
事
業
者
に
独
占
力
を
行
使
す
る
力
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
間
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
独
占
力
と
は
、

(
6
)
 

競
争
水
準
以
上
に
価
格
を
引
き
上
げ
る
力
を
意
味
し
て
い
る
。

な
お
こ
の
分
析
に
お
け
る
イ
ン
プ
ッ
ト
の
用
語
の
意
味
に
つ
い
て
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
ガ
ソ
リ
ン
販
売
に
お
け

る
専
売
制
の
文
脈
で
は
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、

ガ
ソ
リ
ン
を
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
購
入
し
て
再
販
売
し
て
い
る
。
だ
が
、
排
他
権
の
分

析
枠
組
み
で
は
、
小
売
業
者
を
上
流
企
業
と
叙
述
し
て
、

(
場
所
、
設
備
、
人
員
)

を
、
下
流
企
業
で
あ
る

そ
の
提
供
す
る
小
売
サ
ー
ビ
ス

と
叙
述
す
る
こ
と
が
適
切
な
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
が
あ
る
い
は
双
方
が
、
排
他
権
の
購
入

(
7
)
 

者
で
ラ
イ
バ
ル
の
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
て
、
購
入
者
に
価
格
上
の
力
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

石
油
会
社
に
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
販
売
す
る
、

以
下
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
が
可
能
に
な
る
の
か
に
関
す
る
理
論
的
説
明
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
際
的
な

具
体
的
認
定
方
法
に
つ
い
て
、
述
べ
て
い
く
。

北法46(6・48)1538



第
二
節

旧
来
の
理
論
の
誤
り

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
シ
カ
ゴ
学
派
に
よ
っ
て
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
き
た
旧
来
の
市
場
閉
鎖
理
論
は
、
以
下
の
よ

う
な
点
で
誤
っ
た
理
論
で
あ
っ
た
。

反
ト
ラ
ス
ト
の
執
行
者
と
裁
判
所
は
、
垂
直
的
制
限
の
害
悪
は
、
競
争
者
に
対
す
る
供
給
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
よ

(
8
)
 

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
最
高
裁
の
理
論
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
供
給
量
削
減
に
よ
る
供
給
曲
線
の
シ
フ
ト
の
み
を
考
慮
し
て
、
市
場
価
格
が
上

昇
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
市
場
か
ら
は
排
他
権
購
入
者
に
よ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
の
需
要
も
同
時
に
な
く
な
っ
て
い
る
。
需
要
曲
線

も
同
時
に
シ
フ
ト
す
る
の
で
、
価
格
水
準
は
変
わ
ら
F

な
い
。
協
定
は
、
企
業
聞
の
購
入
パ
タ
ー
ン
の
再
編
成
に
導
き
得
る
も
の
だ
が
、
ラ
イ

(
9
)
 

パ
ル
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
る
傾
向
は
な
い
。
排
他
権
協
定
の
結
果
、
市
場
取
引
の
量
が
減
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
こ
の
排
他
権
協
定
は
、
競
争
促
進
的
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
何
故
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
頼
る

そ
れ
は
イ
ン
プ
ッ
ト
移
転
の
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
場
合
の
み
に
行
わ
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
こ
う
し
た
排
他
権
協
定
を
違
法
と
し
て
妨
げ
る
よ
り
も
、

(
叩
)

消
費
者
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
は
増
進
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
と
を
避
け
る
か
を
考
え
れ
ば
、

ラ
イ
バ
ル
も
同
様
の
垂
直
的
協
定
を
行
な
う
こ
と
を
認
め
る
方
が
、

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
、
こ
の
よ
う
に
旧
来
の
閉
鎖
理
論
に
対
す
る
批
判
を
是
認
す
る
が
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ
を

通
じ
て
、
消
費
者
が
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
し
て
、
旧
来
の
理
論
的
根
拠
と
は
別
な
理
由
で
、
市
場
閉
鎖
理
論
は
正
し
い
と
主
張
す

(
日
)
る
。
以
下
、
そ
れ
を
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

北法46(6・49)1539



説

第
三
節

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
計
測
方
法

論

( 

ー
) 

不
可
欠
施
設
取
得
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ

こ
れ
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
市
場
価
格
を
決
定
し
て
い
る
、
最
も
低
い
コ
ス
ト
の
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
の
う
ち
、
総
て
の
あ
る
い
は
十
分

な
数
の
者
か
ら
、
排
他
権
を
購
入
し
て
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
あ
る
い
は
、
不
可
欠
施
設
の
事
案
と

(ロ)

し
て
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
よ
り
高
い
コ
ス
ト
の
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
の
供
給
曲
線
と
需
要
曲
線
と
の
交
点
で
、
価

(
日
)

格
と
供
給
量
が
決
ま
る
こ
と
に
な
り
、
ラ
イ
バ
ル
の
コ
ス
ト
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
ケ

l
ス
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
ラ
イ
バ
ル
に
と
っ
て
残
さ
れ
た
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
源
が
、
よ
り
高
い
コ
ス
ト
の
も
の
で
、
そ
れ
故
、
必
然
的
に
よ
り
高
い
価

格
設
定
が
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
直
接
に
証
拠
に
よ
っ
て
答
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
排
他
権
協
定
で
排
他
権
購
入
者
の
ラ
イ
バ
ル
へ
の
供
給
を
制
限
さ
れ
た
供
給
業
者
が
、
不
可
欠
施
設
や
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
支
配
し
て
い

(
M
H
)
 

る
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
増
加
が
、
排
他
権
購
入
企
業
に
独
占
力
を
与
え
る
か
ど
う
か
の
問
題
が
、
残
っ
て
い
る
。
中
心
的
論
点
は
、

ラ
イ
バ
ル
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
価
格
増
加
が
独
占
力
を
与
え
る
可
能
性
は
、
当
該
イ
ン
プ
ッ
ト
に
お
け
る
コ
ス
ト
増
加
の
大
き
さ
と
、
総
コ
ス

ト
に
占
め
る
当
該
イ
ン
プ
ッ
ト
の
規
模
と
の
関
数
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
示
す
概
念
が
コ
ス
ト
シ
ェ
ア
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
ラ
イ
バ
ル
の
総
コ
ス
ト
に
お
い
て
、
排
他
権
協
定
に
関
係
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
が
占
め
る
割
合
で
あ
る
。
イ
ン
プ
ッ
ト
の
コ
ス

ト
シ
エ
ア
が
小
さ
け
れ
ば
、

イ
ン
プ
ッ
ト
の
価
格
増
加
の
ラ
イ
バ
ル
の
総
コ
ス
ト
に
対
す
る
効
果
は
小
さ
く
な
る
。
例
え
ば
、
小
売
サ

l
ピ

ス
が
靴
販
売
の
コ
ス
ト
の
四

O
%
を
占
め
て
い
る
な
ら
ば
、

そ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
閉
鎖
は
一

O
%
を
占
め
て
い
る
場
合
の
四
倍
の
影
響
を
靴

北法46(6・50)1540



(
日
)

価
格
の
上
昇
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

( 

一一) 

裸
の
排
他
権
の
購
入
・
イ
ン
プ
ッ
ト
の
超
過
購
入
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ

こ
れ
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
に
対
応
す
る
部
分
を
上
回
る
排
他
権
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
バ
ル
か
ら
そ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
部

分
を
取
り
去
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ラ
イ
バ
ル
に
利
用
可
能
な
イ
ン
プ
ッ
ト
の
残
り
の
部
分
の
市
場
価
格
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
従
来
、

供
給
圧
搾
と
か
量
的
閉
鎖
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
強
調
点
が
、
不
可

欠
施
設
の
よ
う
な
閉
鎖
さ
れ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
の
ユ
ニ
ー
ク
な
性
質
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
全
く
量
の
点
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
ア
ル
コ
ア
事
件
を
挙
げ
て
い
る
。
ア
ル
コ
ア
は
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
製
造
特
許
権
の
権

例
と
し
て
、

利
期
間
終
了
後
、
電
力
会
社
か
ら
他
の
ア
ル
ミ
製
造
業
者
に
電
力
を
供
給
し
な
い
と
の
約
束
を
得
た
。
ラ
イ
バ
ル
に
と
っ
て
の
電
力
価
格
は
、

残
り
の
乏
し
く
な
っ
た
電
力
供
給
に
対
し
て
競
り
合
う
こ
と
に
よ
り
増
加
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
裸
の
排
他
権
の
購
入
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
あ
り
、
市
場
か
ら
需
要
量
を
減
ら
す
こ
と
な
く
、
供
給
量
を
減
少
き
せ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
次
に
ハ
ン
ド
判
事
は
、

ア
ル
コ
ア
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
需
要
の
増
加
前
に
製
造
能
力
の
拡
張
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
違
法
に
独
占
を
維
持
し
た
と
判
示
し
た

が
、
こ
の
部
分
の
解
釈
と
し
て
、

ア
ル
コ
ア
が
希
少
な
資
源
、
特
に
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
を
過
剰
に
蓄
え
て
、
潜
在
的
な
参
入
者
に
対
し
て
、
彼

ら
の
競
り
合
い
が
残
り
の
利
用
可
能
な
イ
ン
プ
ッ
ト
の
価
格
を
か
な
り
引
き
上
げ
る
だ
ろ
う
と
の
見
込
み
を
与
え
て
参
入
を
抑
止
し
た
と
解
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す
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
超
過
購
入
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

超
過
購
入
で
は
、
排
他
権
購
入
者
が
自
ら
使
用
す
る
以
上
の
イ
ン
プ

y
ト
を
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
曲
線
の
移
動

が
、
排
他
権
を
購
入
し
た
企
業
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
需
要
が
市
場
か
ら
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
需
要
曲
線
の
移
動
の
効
果
を
上
回



説

る
場
合
に
、
市
場
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
高
価
格
は
、
排
他
権
の
購
入
者
も
支
払
う
こ
と
に
な
る
が
、

排
他
権
の
購
入
者
が
イ
ン
プ
ッ
ト
を
よ
り
集
約
的
で
は
な
く
用
い
る
場
合
、
必
要
な
イ
ン
プ
ッ
ト
の
い
く
ら
か
が
垂
直
的
に
統
合
さ
れ
て
い

論

る
場
合
、
イ
ン
プ
ッ
ト
価
格
の
上
昇
が
長
期
契
約
ゃ
、
優
れ
た
交
渉
能
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
ラ
イ
バ
ル
の
コ
ス
ト
増
加

(
日
)

の
方
が
排
他
権
購
入
者
よ
り
も
大
き
く
な
る
と
、
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
述
べ
て
い
る
。

こ
の
タ
イ
プ
の
排
他
権
協
定
が
、
ラ
イ
バ
ル
に
利
用
可
能
な
残
り
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
供
給
量
を
制
限
し
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
供
給
価
格
の
せ

り
上
げ
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
に
よ
っ
て
排
他
権
購
入
者
に
価
格
力
を
与
え
る
か
ど
う
か
は
、
①
コ
ス
ト
シ
ェ
ア
、
②
純

閉
鎖
率
、
③
市
場
の
定
義
と
参
入
障
壁
に
か
か
わ
る
要
因
、
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
①
の
コ
ス
ト
シ
ェ
ア
は
、
本
節
(
こ

可
欠
施
設
取
得
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ
で
述
べ
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。

純
閉
鎖
率
と
は
、
排
他
権
協
定
の
締
結
前
は
ラ
イ
バ
ル
に
利
用
可
能
だ
っ
た
が
、
協
定
の
結
果
、
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
供
給
業
者
の
能

力
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
意
味
す
る
。
排
他
権
購
入
企
業
に
よ
る
協
定
前
の
イ
ン
プ
ッ
ト
消
費
量
が
、
閉
鎖
さ
れ
た
全
供
給
量
と
、
以
前
可

(
げ
)

能
だ
っ
た
供
給
量
か
ら
、
控
除
さ
れ
て
計
算
さ
れ
る
。

閉
鎖
さ
れ
る
率
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
排
他
権
の
購
入
者
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
で
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
価
格
増
加
も
大
き
く

な
る
。
さ
ら
に
、
純
閉
鎖
率
以
上
に
イ
ン
プ
ッ
ト
の
価
格
を
引
き
上
げ
る
要
因
は
、
①
ラ
イ
バ
ル
の
他
の
イ
ン
プ
ッ
ト
へ
の
転
換
能
力
、
②

新
た
な
供
給
業
者
や
残
っ
て
い
る
排
除
を
受
け
て
い
な
い
供
給
業
者
が
、
閉
鎖
が
生
み
出
し
た
超
過
需
要
に
応
じ
る
こ
と
の
で
き
る
程
度
、

③
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
の
条
件
、
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
点
は
、
司
法
省
の
マ

l
ジ
ャ

l
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ツ

l
ル
を
用
い
な
が

ら
、
排
他
権
購
入
者
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
に
お
け
る
市
場
の
定
義
と
参
入
の
難
易
を
評
価
す
る
中
で
、
分
析
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ

(
児
)

て
い
る
。

北法46(6・52)1542 

の
不



( 

一一) 

共
同
行
為
の
組
織
化
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

こ
の
タ
イ
プ
は
、
排
他
権
の
購
入
者
が
、
ラ
イ
バ
ル
に
対
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
に
よ
る
販
売
が
、
あ
た
か
も
カ
ル
テ
ル
が
あ
る
か

の
よ
う
に
差
別
的
に
行
な
わ
れ
る
為
の
調
整
役
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
プ

y

ト
供
給
業
者
が
自
ら
カ
ル
テ
ル
を
行
う
よ
り
も
、
排
他
権

購
入
者
は
、

よ
り
効
率
的
な
組
織
化
、
利
潤
分
配
、
監
視
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
が
、
第
一
の
タ
イ
プ
は
、
多
数
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
供
給
業
者
に
対
し
て
、
排
他
権
購
入
者
の
ラ
イ
バ
ル
に
対
し
て

不
利
な
条
件
で
取
引
す
る
よ
う
に
、
誘
引
す
る
も
の
で
あ
る
。
反
ト
ラ
ス
ト
の
学
問
で
は
、

(
問
)

あ
る
。

し
ば
し
ば
価
格
圧
搾
と
呼
ば
れ
て
き
た
事
案
で

第
二
の
タ
イ
プ
は
、
排
他
権
購
入
者
が
、

イ
ン
プ
ッ
ト
の
供
給
業
者
に
対
し
て
、
ラ
イ
バ
ル
と
の
取
引
を
拒
絶
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
裸

の
排
除
権
の
ケ

1
ス
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
イ
ン
プ
y

ト
の
供
給
業
者
は
、
直
接
、
排
他
権
の
購
入
者
と
そ
の
利
潤
増
加
分
を
共
有
す
る
か
、

ま
た
は
、
排
他
権
購
入
者
に
対
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
の
販
売
価
格
を
引
き
上
げ
て
そ
の
利
得
を
抜
き
取
る
こ
と
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
類
型
は
、
他
の
類
型
よ
り
も
、

よ
り
多
く
の
水
平
的
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
の
利
益
性
は
、
排
他
権
購
入
者

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
で
獲
得
さ
れ
る
独
占
力
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
と
の
利
潤
の
分
配
に
依
存
し
て
い
る
わ
け
で

イ
ン
プ
ッ
ト
に
独
占
価
格
を
付
け
て
十
分
な
利
潤
を
得
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
極
端

そ
の
共
謀
の
組
織
者
と
し
て
の
役
割
に
対
し
て
補
償
で
き
る
ほ
ど
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は
な
い
。
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
自
身
が
、

な
ケ

l
ス
で
は
、

イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
は
排
他
権
購
入
者
に
対
し
て
、

に
十
分
の
利
潤
を
獲
得
で
き
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ケ

1
ス
で
は
、
裁
判
所
は
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
を
認
定
す
る
前
に
、

(
初
)

ッ
ト
の
独
占
力
の
証
拠
を
要
求
す
る
必
要
は
な
く
な
る
と
言
っ
て
も
い
い
と
ま
で
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ア
ウ
ト
プ



説

(
幻
)

実
際
の
違
反
の
認
定
方
法
で
あ
る
が
、

ま
ず
、
排
他
権
の
購
入
先
の
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
が
、
ラ
イ
バ
ル
に
対
す
る
供
給
拒
絶
や
価
格

引
上
げ
に
同
意
す
る
か
ど
う
か
は
、
事
実
の
問
題
で
あ
る
。
だ
が
、

た
と
え
同
意
し
た
と
し
て
も
、
協
定
は
次
の
三
つ
の
理
由
の
い
ず
れ
か

さ'h.
両岡

で
有
効
性
が
な
く
な
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
。
①
ラ
イ
バ
ル
の
イ
ン
プ
ッ
ト
コ
ス
ト
の
増
加
が
取
る
に
足
り
な
い
も
の
で
、
独
占
力
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
②
協
定
で
制
約
を
受
け
た
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
が
多
数
で
小
規
模
な
為
に
、
協
定
が
破
ら
れ
る
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
が
強
く
働
く
場
合
、
③
協
定
で
制
約
を
受
け
て
い
な
い
企
業
か
ら
の
競
争
が
戦
略
を
掘
り
崩
す
場
合
、
で
あ
る
。

②
の
価
格
上
昇
に
対
す
る
制
約
は
、
過
大
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
ば
し
ば
排
他
権
協
定
自
体
が
、
排
他
権
購
入
者
が
そ
う
い
っ
た
義

務
不
履
行
を
妨
げ
る
手
段
と
し
て
役
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
相
互
に
競
争
し
よ
う
と
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
排
他
権
購
入
者

の
調
整
能
力
を
乗
り
越
え
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
制
約
を
受
け
た
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
間
の
競
争
が
排
他
権
戦
略
を
無
効
に
す
る

可
能
性
は
、
制
約
を
受
け
た
諸
企
業
の
能
力
を
一
つ
の
「
市
場
」
と
し
て
取
り
扱
い
、
そ
の
「
市
場
」
に
対
す
る

H
H
I
(
ハ
l
フ
ィ
ン
ダ

l

ル
ハ

l
シ
ユ
マ
ン
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
)
を
算
定
す
る
こ
と
で
、
計
測
で
き
る
o
H
H
I
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
司
法
省
の
マ

l
ジ
ャ

l
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
示
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
フ
ア
ク
タ
ー
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
共
謀
が
よ
り
起
こ
り
が
ち
で
あ
り
、
価
格
差
別
が
永
続
す
る
蓋
然
性

が
大
き
く
な
る
と
提
起
さ
れ
て
い
る
。

③
の
制
約
は
、
制
限
前
の
全
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
市
場
の

H
H
I
を
計
算
し
、
次
い
で
排
他
権
協
定
で
制
約
を
受
け
た
諸
企
業
が
合
併
し
た

も
の
と
扱
っ
て

H
H
I
を
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
。
こ
の
後
者
の

H
H
I
と
H
H
I
の
増
加
分
、
参
入
障
壁
の
程
度
、
共
謀
を
強

め
る
可
能
性
を
示
す
プ
ラ
ス
要
因
を
考
慮
し
て
、
③
の
可
能
性
が
測
定
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
三
要
因
を
合
わ
せ
考
え
、

さ
ら
に
マ

l
ジ
ャ

l
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
直
接
借
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
三
条
件
が
満
た
さ
れ
れ

ば
、
反
競
争
的
効
果
の
も
っ
と
も
な
主
張
が
為
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
排
他
権
協
定
が
イ
ン
プ
ッ
ト
供

給
業
者
に
、
ラ
イ
バ
ル
と
の
取
引
拒
絶
や
不
利
益
条
件
で
の
取
引
を
指
示
し
、
も
し
実
施
さ
れ
れ
ば
、
ラ
イ
バ
ル
の
コ
ス
ト
を
あ
る
程
度
(
例
、
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五
%
)

ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
、
②
制
約
企
業
か
ら
成
る
仮
設
市
場
の

H
H
I
が、

一
O
O
O
な
い
し
一
八

O
O
を
超
え
て
お
り
、
産
業
の

他
の
特
徴
が
価
格
協
調
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
い
場
合
、
③
制
約
企
業
総
て
が
水
平
合
併
を
し
た
と
す
れ
ば
、

マ
ー
ジ
ャ

l

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
市
場
の

H
H
I
が
一

0
0
0
な
い
し
一
八

O
O
を
超
え
て
お
り
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
反
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、

H
H
I
 

が
一

O
O
ま
た
は
五

O
増
加
し
、
参
入
障
壁
が
低
い
こ
と
や
寡
占
的
価
格
協
調
が
極
度
に
難
し
い
こ
と
を
示
す
特
徴
が
な
い
こ
と
、

で
あ
る
。

(
四
)

寡
占
市
場
形
成
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ

こ
の
タ
イ
プ
は
、

イ
ン
プ

y
ト
供
給
業
者
に
対
す
る
垂
直
的
制
限
が
、
排
他
権
の
購
入
者
の
ラ
イ
バ
ル
が
直
面
し
て
い
る
イ
ン
プ
ッ
ト
供

そ
れ
に
よ
っ
て
、
残
り
の
排
他
権
協
定
で
制
約
を
受
け
て
い
な
い
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
が
、

給
市
場
の
構
造
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
て
、

ラ
イ
バ
ル
に
対
し
て
明
示
も
し
く
は
暗
黙
の
価
格
引
上
げ
の
共
謀
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
理
論
的
・
経
験
的

研
究
は
、
参
入
が
容
易
で
な
い
場
合
に
、
か
な
り
の
競
争
者
数
の
減
少
は
、
暗
黙
の
な
い
し
明
示
の
価
格
協
調
の
可
能
性
が
増
え
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

極
端
な
例
で
は
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
が

1
つ
を
除
く
他
の
総
て
の
小
売
業
者
と
排
他
的
取
引
契
約
を
結
ぶ
と
す
れ
ば
、
参
入
障
壁
が
あ
る
場

合
に
は
、
残
っ
た

1
つ
の
小
売
業
者
は
、
ラ
イ
バ
ル
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
独
占
的
供
給
者
と
し
て
臨
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
同
様

に
、
最
も
参
入
の
可
能
性
の
あ
る
企
業
か
ら
、
排
他
権
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
入
の
脅
威
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
存
の
イ
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ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
間
の
共
謀
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
述
べ
た
タ
イ
プ
と
は
異
な
り
、

(
忽
)

っ
て
、
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

( 

一一一) 

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
増
加
は
、
排
他
権
協
定
の
当
事
者
で
は
な
い
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
に
よ



説

こ
の
タ
イ
プ
の
論
点
は
、
市
場
か
ら
の
制
約
を
受
け
た
企
業
の
除
去
が
、
制
約
さ
れ
て
い
な
い
企
業
が
価
格
協
調
す
る
か
、
あ
る
い
は
一

方
的
に
生
産
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
ラ
イ
バ
ル
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
コ
ス
ト
を
か
な
り
の
程
度
、
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
を
高
め
る

論

か
ど
う
か
に
あ
る
。
具
体
的
な
計
測
方
法
は
、
排
他
権
協
定
前
の
ラ
イ
バ
ル
が
面
し
て
い
た
全
イ
ン
プ
y

ト
供
給
業
者
の
全
能
力
か
ら
な
る

市
場
の

H
H
I
と
、
排
他
権
協
定
後
の
協
定
で
制
約
を
受
け
て
い
な
い
総
て
の
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
を
「
市
場
」
と
扱
っ
て
計
算
し
た

H

H

I
と
を
比
較
し
、

さ
ら
に
参
入
障
壁
と
プ
ラ
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
の
存
在
ま
た
は
不
存
在
を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る
。

マ
ー
ジ
ャ

i
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
基
準
を
一
貫
さ
せ
る
な
ら
ば
、
協
定
後
の

H
H
I
が
一

0
0
0
な
い
し
一
八

O
O
を
超
え
て

H
H
I
が
一

0
0
な
い
し
五

O
増
加
す
る
か
、
あ
る
い
は
支
配
的
企
業
に
関
す
る
但
し
書
に
該
当
し
て
い
て
、
協
定
後
の
市
場
が
低
い
参
入
障
壁
や
価
格

(
お
)

協
調
が
極
め
て
困
難
な
特
徴
を
示
さ
な
い
な
ら
ば
、
違
法
の
疑
い
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。

第
四
節

独
占
力
の
形
成

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ
は
競
争
者
を
侵
害
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

さ
ら
に
、
競
争
が
侵
害

さ
れ
た
と
言
え
る
の
は
、
排
他
権
を
購
入
し
た
企
業
が
、
競
争
水
準
以
上
に
価
格
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
の
み
で
あ
る
と
論
じ

て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
二
つ
の
場
合
に
、
価
格
引
上
げ
は
で
き
ず
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
で
の
競
争
は
影
響
を
受
け
な
い
と
す
る
。

イ
ン
プ
ッ
ト
の
価
格
増
加
が
、
わ
ず
か
ば
か
り
で
、
現
実
の
な
い
し
潜
在
的
競
争
者
の
総
コ
ス
ト
へ
の
影
響
が
わ
ず
か
の
場
合
で

そ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
価
格
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
で
も
、
そ
の
イ
ン
プ

(
1
)
 

あ
る
。
こ
れ
は
、

イ
ン
プ
ッ
ト
価
格
の
増
加
が
わ
ず
か
の
場
合
と
、

ッ
ト
が
総
コ
ス
ト
の
小
部
分
し
か
占
め
て
い
な
い
場
合
と
が
あ
る
。

(
2
)
 
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
が
、

か
な
り
の
程
度
に
増
加
し
て
も
、
①
排
他
権
を
別
個
に
購
入
す
る
ラ
イ
バ
ル
、
②
排
除
を
受
け
て
い
な
い
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ラ
イ
バ
ル
、
③
潜
在
的
な
参
入
者
、

か
ら
の
競
争
が
、
排
除
さ
れ
た
ラ
イ
バ
ル
に
よ
る
供
給
量
減
少
を
埋
め
合
わ
せ
て
、
排
他
権
購
入
者
に

よ
る
価
格
引
上
げ
を
阻
止
し
得
る
場
合
で
あ
る
。

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

上
記
企
業
が
、
競
争
能
力
や
競
争
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
た
な
い
場
合
に
は
、

だ
が
、

(
2
)
の
場
合
に
、

そ
う
い
っ
た
競
争
は
生
じ

な
い
。
す
な
わ
ち
、
①
排
除
を
受
け
て
い
な
い
企
業
が
、
政
府
規
制
や
、

競
争
す
る
能
力
を
欠
い
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
排
除
を
受
け
て
い
な
い
企
業
の
販
売
価
格
は
、
排
除
を
受
け
た
ラ
イ
バ
ル
の
供
給
の
滅
少
の

結
果
と
し
て
、
増
加
す
る
。
②
ラ
イ
バ
ル
の
排
除
後
、
市
場
に
残
っ
て
い
る
企
業
が
十
分
に
少
数
で
、
明
示
の
な
い
し
暗
黙
の
共
謀
に
よ
り
、

コ
ス
ト
増
無
し
に
は
急
速
な
生
産
拡
張
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
、

生
産
量
削
減
と
価
格
引
上
げ
を
選
ぶ
場
合
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、
上
記
企
業
が
生
産
拡
張
や
参
入
の
能
力
は
持
っ
て
い
る
が
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
プ
が
な
い
場
合
で
あ
る
。
③
排
他
権
の
購
入
が
、
潜
在
的
な
参
入
者
の
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
参
入
障
壁
の
引
上
げ
と
な
り
、

(
M
)
 

こ
れ
が
市
場
の
既
存
企
業
の
独
占
力
を
増
加
さ
せ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
で
の
独
占
力
は
、
①
排
除
さ
れ
た
ラ
イ
バ
ル
の
大
き
さ
と
競
争
上
の
意
義
、
②
排
他
権
購
入
者
の
市
場
シ
ェ
ア
、
③

参
入
と
生
産
拡
張
の
容
易
さ
へ
の
排
他
権
の
効
果
、
に
依
存
す
る
と
さ
れ
、
ラ
イ
バ
ル
に
対
す
る
供
給
業
者
の
結
果
的
な
縮
小
が
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
市
場
で
の
価
格
上
昇
に
結
び
付
く
か
ど
う
か
は
、
①
消
費
者
が
、
排
除
を
受
け
て
い
な
い
企
業
(
参
入
企
業
を
含
む
)
に
転
換
す
る

選
好
と
能
力
、
②
排
他
権
の
購
入
者
と
排
除
を
受
け
て
い
な
い
企
業
と
の
競
争
継
続
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
に
依
存
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

マ
ー
ジ
ャ

i
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
垂
直
的
制
限
の
分
析
の
こ
の
側
面
が
提
起
し
た
の
と
同
じ
問
題
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、
最
も
単
純
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
は
、
直
接
、

イ
ン
プ
ッ
ト
の
コ
ス
ト
が
か
な
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マ
ー
ジ
ャ

l
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
借
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
排
他
権
の
購
入
者
と
、

り
引
き
上
げ
ら
れ
て
排
除
を
受
け
た
企
業
と
が
、
合
併
し
た
も
の
と
扱
う
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

マ
ー
ジ
ャ
!
と
は
違
い

が
あ
り
、

(
1
)

マ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
反
競
争
性
が
少
な
い
面
と
し
て
は
、
①
排
他
権
購
入
企
業
は
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
か
な
り
の
引
上
げ
に

効
果
的
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
合
併
の
際
の
合
併
相
手
へ
の
完
全
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
は
得
て
い
な
い
こ
と
、
②
他
企
業
が
、



説

別
途
、
排
他
権
を
獲
得
し
て
、
互
い
に
競
争
を
続
け
る
こ
と
が
あ
り
え
、
こ
れ
ら
の
購
入
者
間
の
競
争
が
価
格
上
昇
を
妨
げ
る
場
合
が
あ
り
、

(
2
)
マ
i
ジ
ャ
ー
よ
り
も
反
競
争
性
が
高
い
面
と
し
て
は
、
①
競
争
者
の
生
産
量
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
る
高
価
格
の
利
益
は
、
マ
ー
ジ
ャ

l

論

に
よ
る
生
産
制
限
の
結
果
に
よ
る
共
同
利
潤
の
分
配
よ
り
多
い
こ
と
、
②
不
利
益
を
受
け
た
ラ
イ
バ
ル
は
、
排
他
権
購
入
者
と
の
協
調
に
か

な
り
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
っ
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、
③
排
他
権
協
定
が
、
参
入
障
壁
を
形
成
し
強
め
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
、
④
マ

l

ジ
ャ

l
後
の
単
純
な
生
産
削
減
よ
り
も
、

よ
り
社
会
的
損
失
を
生
み
出
す
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
、
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
以
上
か
ら
、
水

平
的
合
併
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
マ

l
ジ
ャ

1
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
数
値
基
準
は
、
排
他
権
協
定
の
効
果
の
計
測
に
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
す
る
。

具
体
的
な
計
測
の
方
法
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
評
価
の
対
象
と
す
る
「
市
場
」
を
、
排
他
権
購
入
企
業
(
複
数
の
場
合
を
含
む
)

の
能
力

と
、
他
の
排
除
を
受
け
て
い
な
い
企
業
の
能
力
と
の
み
で
取
り
扱
い
、
こ
の
「
市
場
」
が
参
入
障
壁
を
有
す
る
も
の

(
排
他
権
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
を
含
む
)

な
ら
ば
、
次
の
段
階
は
、

そ
の
「
市
場
」

の
H
H
I
を
計
測
し
て
、
排
除
を
受
け
た
ラ
イ
バ
ル
を
含
む
排
他
権
協
定

以
前
の
市
場
と
比
較
す
る
と
し
て
、
①
閉
鎖
の
意
義
は
、

H
H
I
の
変
化
に
よ
り
測
定
さ
れ
る
、
②
一
方
的
な
生
産
制
限
や
価
格
協
調
の
蓋

然
性
は
、
排
他
権
協
定
後
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
に
お
け
る

H
H
I
の
水
準
で
測
定
さ
れ
る
、
③
参
入
障
壁
の
評
価
に
は
、
排
他
権
協
定
が

潜
在
的
参
入
者
に
対
す
る
与
え
る
効
果
も
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
マ

l
ジ
ャ

l
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
、
追
加
要
因
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
①
排
他
権
の
ケ

l

よ
り
多
く
の
情
報
が
あ
る
と
し
て
、
ラ
イ
パ

ス
で
は
、

マ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
も
、
ラ
イ
バ
ル
の
生
産
制
限
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
、

ル
の
コ
ス
ト
増
は
、
彼
ら
に
生
産
制
限
へ
の
明
確
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
作
り
出
す
の
で
、

コ
ス
ト
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
ラ
イ
バ
ル
が
産
業

の
中
で
占
め
て
い
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
割
合
は
、
重
要
な
追
加
的
な
検
討
す
べ
き
要
素
と
な
る
こ
と
、
②
限
界
費
用
を
増
加
さ
せ
る
排
他
権

の
み
が
、
価
格
に
直
ち
に
圧
力
を
か
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
排
他
権
購
入
企
業
の
需
要
の
価
格
弾
力
性
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
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弾
力
性
が
低
い
場
合
に
は
、
よ
り
大
き
な
消
費
者
へ
の
害
悪
が
生
じ
そ
う
で
あ
る
が
、
価
格
弾
力
性
が
高
い
場
合
は
あ
ま
り
問
題
に
す
べ
き

(
お
)

で
は
な
い
と
、
論
じ
て
い
る
。

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

第
二
章

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
き
上
げ
理
論
の
批
判
的
検
討

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
の
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
は
、
厳
し
い
批
判
を
浴
び
て
き
た
。
以
下
で
は
、

そ
の
批
判
と
そ
の

問
題
に
つ
い
て
の
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
の
見
解
と
を
検
討
し
て
、
こ
の
理
論
の
意
義
と
限
界
を
見
い
だ
す
こ
と
を
試
み
る
。

第
一
節

計
測
手
段
の
問
題

第
一
章
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
、
競
争
水
準
以
上
に
価
格
を
引
き
上
げ
る
力
と
し
て
の
独
占
力

が
排
他
権
購
入
者
に
発
生
す
る
か
ど
う
か
を
、
理
論
的
指
針
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
は
不
適
切
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

サ
l
プ
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
価
格
は
常
に
市
場
の
資
源
配
分
の
変
更
に
従
っ
て
変
動
す
る
が
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ

理
論
は
、
単
に
競
争
均
衡
へ
の
調
整
を
反
映
し
た
価
格
増
加
と
、
反
競
争
的
な
略
奪
を
反
映
し
た
価
格
増
加
と
を
区
別
し
て
い
な
い
。
第
二

に
、
こ
の
理
論
は
イ
ン
プ
ッ
ト
の
数
量
と
製
造
過
程
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
聞
に
直
接
の
比
例
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、

(
お
)

例
え
ば
、
広
告
の
よ
う
な
イ
ン
プ
ッ
ト
の
場
合
、
こ
の
比
例
関
係
は
必
ず
し
も
一
定
で
は
な
い
と
す
る
。
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だ
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
単
純
な
価
格
水
準
の
上
昇
を
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
が
理
論
的
指
針
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
競
争
水
準
を
ベ

l
ス
に
し
た
理
論
的
指
針
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
需
給
変
動
を
反
映
し
た
価
格
は
ま
さ
に
単
に
競



論

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ

l
と
サ
ロ
ッ
プ
が
マ

l

(
幻
)

ジ
ャ

l
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
援
用
す
る
と
い
う
代
替
手
段
を
利
用
し
て
違
法
性
を
認
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
ま
ず
、
一
般

論
と
し
て
は
、
提
起
さ
れ
て
い
る
テ
ス
ト
は
代
用
品
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
戦

争
水
準
の
価
格
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
の
比
例
関
係
を
特
に
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
悶''4 

せ
い
ぜ
い
サ

l
プ
の
指
摘
は
、
理
論
適
用
上
の
留
意
点
を
一
不
す
も
の
で
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
川
町

内

h
u
ハh
u
a
4
A
 

土
A
'vu 

・
寸
寸

が
前
提
に
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
ず
、

説

こ
れ
に
対
し
て
、

ホ
ベ
ン
カ
ン
プ
は
、
価
格
力
を
直
接
指
標
に
す
る
な
ら
ば
問
題
は
な
い
が
、

略
の
下
で
の
反
競
争
的
な
結
果
は
、
代
用
品
の
証
拠
の
み
で
は
特
定
の
垂
直
的
協
定
に
帰
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
垂
直
的
制

限
に
よ
る
効
率
増
進
の
可
能
性
は
、
集
中
市
場
で
も
非
集
中
市
場
と
同
様
に
、
あ
ら
ゆ
る
市
場
で
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
的
に
垂
直
的
制
限
の
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
三
つ
の
異
な
る
方
法
で
評
価
で
き
る
と
し
て
い

ホ
ベ
ン
カ
ン
プ
は
、

る
。
第
一
に
、
直
接
ラ
イ
バ
ル
の
コ
ス
ト
の
数
字
等
か
ら
評
価
す
る
方
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
供
給
さ
れ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
の
価
格
に
よ
り
得

ら
れ
る
。
第
二
に
、
間
接
的
な
証
拠
に
よ
り
評
価
す
る
方
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ラ
イ
バ
ル
の
シ
ェ
ア
低
下
の
一
方
で
、
実
行
者
の
シ
ェ
ア

が
増
大
す
る
。
第
三
に
、
市
場
構
造
の
変
化
を
検
討
す
る
方
法
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
、
最
低
限
、
ラ
イ
バ
ル
の
コ
ス
ト
増
加
と
実
行
者
の
コ
ス
ト
低
下
を
区
別
で
き
る
場
合
に
の
み
、
有
用
で
あ
る
。

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
き
上
げ
行
為
は
非
難
に
値
す
る
が
、
単
に
実
行
者
の
コ
ス
ト
を
低
下
さ
せ
る
も
の
は
、
た
と
え
そ
の
効
果
が
ラ
イ
バ
ル

を
悪
化
さ
せ
て
も
、
非
難
に
値
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
単
な
る
シ
ェ
ア
変
動
は
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
増
加
と
実
行
者
コ
ス
ト
低
減

の
双
方
と
一
貫
す
る
の
で
、
役
に
立
た
な
い
。
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
、
市
場
構
造
の
情
報
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
が
、
我
々

の
市
場
に
つ
い
て
の
知
識
状
態
か
ら
は
、
市
場
構
造
の
事
実
は
せ
い
ぜ
い
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
状
況
証
拠
で
あ
り
、

は
る

か
に
そ
れ
よ
り
少
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
、
問
題
と
な
る
市
場
構
造
が
存
在
し
な
け
れ
ば
コ
ス
ト
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
存
在
し
な
い
と
は
言

え
て
も
、
存
在
す
れ
ば
イ
ン
パ
ク
ト
が
存
在
す
る
と
は
言
え
な
い
と
指
摘
す
る
。



こ
う
い
っ
た
ホ
ベ
ン
カ
ン
プ
の
批
判
が
あ
る
が
、

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
も
、

マ
ー
ジ
ャ

1
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
援
用
に
あ
た
っ(お
)

て
、
垂
直
的
制
限
の
反
競
争
的
効
果
に
つ
い
て
の
評
価
に
よ
っ
て
、
よ
り
厳
格
な
基
準
が
採
用
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
認
め
て
い
た
。

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

私
見
に
よ
れ
ば
、

ホ
ベ
ン
カ
ン
プ
の
批
判
は
、
同
時
に
マ
ジ
ャ

l
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
す
る
評
価
に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

可F

ジ
ャ

l
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
方
法
の
正
当
性
を
認
め
れ
ば
、

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
正
当
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で

マ
ー
ジ
ャ

l
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
す
る
評
価
も
論
じ
る
必
要
が
生
じ
る
が
、

は
な
い
か
。
そ
う
な
る
と
、

そ
れ
は
別
稿
と
し
た
い
。

第
二
節

排
他
権
購
入
の
コ
ス
ト
と
戦
略
の
実
行
可
能
性

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
の
最
大
の
問
題
点
は
、
排
他
権
購
入
の
コ
ス
ト
の
評
価
と
、
戦
略
の
実
行
可
能
性
の
問
題
で
あ
る
。

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
も
こ
の
問
題
は
重
視
し
て
、

か
な
り
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ

プ
は
、
①
排
他
権
購
入
者
の
ラ
イ
バ
ル
が
排
他
権
の
売
手
に
対
し
て
、
排
除
の
為
に
支
払
お
う
と
す
る
額
以
上
を
支
払
お
う
と
す
れ
ば
、
排

他
取
引
は
成
立
し
な
い
だ
ろ
う
、
②
排
他
権
の
売
手
が
彼
ら
の
販
売
額
や
利
潤
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
排
他
権
の
販
売
か
ら
利
得

を
得
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ず
、
供
給
業
者
が
反
競
争
的
な
排
除
協
定
に
加
わ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
期
待
で
き
る
と
の
議

論
も
可
能
で
あ
る
と
問
題
を
た
て
て
、
排
他
権
の
購
入
者
は
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
ラ
イ
バ
ル
が
、
排
除
を
免
れ
る
為
に
支
払
お
う
と
す
る
以
上

さ
ら
に
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
ラ
イ
バ
ル
に
販
売
を
継
続
す
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
追
加
利
潤
の
支
払
い
を

(
却
)

用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
が
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
で
戦
略
の
実
行
に
は
あ
ま
り
影
響
し
な
い
と
す
る
。

北法46(6・61)1551 

の
も
の
、

ま
ず
、
排
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
ラ
イ
バ
ル
が
、
排
他
権
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
者
よ
り
も
、
多
く
を
支
払
お
う
と
す
る
対
抗
戦
術
に
つ

い
て
は
、
①
ラ
イ
バ
ル
が
排
除
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
を
避
け
る
為
に
、
追
加
の
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
追
加
自



説

体
が
コ
ス
ト
増
と
な
り
、
②
仮
に
排
除
が
経
済
的
に
見
て
非
効
率
と
し
て
も
そ
の
事
実
は
、
ラ
イ
バ
ル
が
排
他
権
購
入
者
を
上
回
る
値
づ
け

を
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
ラ
イ
バ
ル
が
排
除
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
経
済
的
利
益
の
多
く
は
、
排
他
権
の
値
づ

言命

け
に
は
関
係
し
て
い
な
い
第
三
者
の
消
費
者
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
消
費
者
が
排
除
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
ラ
イ
バ
ル
と

と
も
に
、
排
他
権
購
入
に
対
抗
す
る
値
づ
け
の
費
用
を
負
担
す
る
場
合
に
の
み
、
非
効
率
的
な
排
除
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ラ
イ

パ
ル
の
消
費
者
が
限
定
さ
れ
た
数
の
大
き
な
買
手
の
場
合
で
な
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
費
用
負
担
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
、
排
他
権
に
対
す
る
値
づ
け
は
、
取
引
が
起
こ
っ
た
場
合
の
、
利
得
と
損
失
の
見
込
み
に
よ
っ
て
決
ま
る
が
、
排
他
権
購
入
者
は
、

独
占
力
獲
得
に
よ
る
利
潤
増
加
の
見
込
み
を
反
映
し
て
値
づ
け
を
行
な
う
の
に
対
し
て
、
排
除
を
受
け
る
ラ
イ
バ
ル
は
、
排
除
さ
れ
る
以
前

の
競
争
価
格
と
そ
の
利
益
水
準
の
見
込
み
を
反
映
し
た
値
づ
け
を
行
な
う
の
で
あ
り
、
排
他
権
購
入
者
は
、
ラ
イ
バ
ル
が
失
う
も
の
以
上
を

獲
得
す
る
の
で
、
排
他
権
に
多
く
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
分
析
の
二
つ
の
重
要
な
合
意
と
し

て
、
①
排
他
権
購
入
者
の
シ
ェ
ア
が
大
き
く
、
排
除
さ
れ
る
ラ
イ
バ
ル
が
小
さ
い
場
合
に
、
排
除
は
よ
り
成
功
し
や
す
い
、
②
排
除
さ
れ
た

ラ
イ
バ
ル
に
対
す
る
害
悪
が
よ
り
少
な
く
な
る
場
合
、
例
え
ば
、
ラ
イ
バ
ル
の
固
定
費
よ
り
も
ラ
イ
バ
ル
の
限
界
費
用
を
増
加
さ
せ
る
場
合
、

ラ
イ
バ
ル
に
は
害
が
少
な
く
、
反
撃
へ
の
意
欲
が
少
な
い
と
す
る
。

ラ
イ
バ
ル
の
反
撃
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
減
ら
す
二
つ
の
要
因
と
し
て
、
①
排
他
権
購
入
者
が
独
占
力
を
得
て
、
価
格
引
上
げ
を
行
い
、

ラ
イ
バ
ル
の
価
格
引
上
げ
の
追
随
を
許
す
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、
②
排
他
権
が
ラ
イ
バ
ル
の
い
く
つ
か
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
り
、
ラ
イ
パ

、、

ル
が
個
々
で
は
排
除
か
ら
助
か
ら
な
い
場
合
に
、
ラ
イ
バ
ル
達
が
協
調
す
る
為
の
コ
ス
ト
は
、
協
調
し
て
排
除
に
対
抗
す
る
に
は
、
よ
り
費

(ω) 

用
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
と
、
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
、
排
他
権
購
入
に
は
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
の
収
入
損
失
を
補
償
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
点
に
つ
い
て
、

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ

l
と

北法46(6・62)1552



サ
ロ
ッ
プ
は
、

し
ば
し
ば
、

イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
は
代
替
的
販
路
を
持
っ
て
お
り
、
排
他
権
購
入
者
の
製
品
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

の
商
品
を
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
利
用
す
る
い
く
つ
か
の
製
品
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
ず
、
追
加
の
補
償
は
わ
ず
か
で
良
い
と
論
じ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
排
除
が
排
他
権
購
入
者
に
独
占
力
を
与
え
る
な
ら
ば
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
に
補
償
す
る
為
に
利
用
可
能
な
十
分
な
追

加
的
利
潤
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

排
他
権
購
入
者
が
排
他
権
を
多
く
の
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
か
ら
得
ょ
う
と
試
み
る
な
ら
ば
、
供
給
業
者
の
い
く
つ
か
は
、
高
い
価
格
を

狙
っ
て
出
し
し
ぶ
り
を
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
っ
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
、
排
他
権
購
入
者
の
ラ
イ
バ
ル
に
対
し
て
高
価
格
で
イ
ン
プ
ッ

ト
を
販
売
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
排
他
権
購
入
者
か
ら
独
占
的
利
潤
の
よ
り
多
く
を
自
ら
に
移
転
で
き
る
と
信
じ
る

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
場
合
、
十
分
な
供
給
業
者
が
出
し
し
ぶ
り
を
行
な
う
な
ら
ば
、
排
他
権
戦
術
は
失
敗
し
、
ラ
イ
バ
ル
の
コ
ス
ト
は
上

が
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
、
多
く
の
場
合
、
排
他
的
行
為
の
重
要
な
制
約

と
な
り
そ
う
も
な
く
、
排
他
権
の
購
入
者
と
売
手
と
の
利
潤
の
分
配
に
影
響
を
与
え
た
り
、

せ
い
ぜ
い
、
販
売
さ
れ
る
排
他
権
の
数
を
制
限

し
て
、
購
入
者
が
完
全
な
独
占
を
獲
得
す
る
の
を
妨
げ
る
く
ら
い
の
効
果
で
あ
る
と
し
て
、
重
視
し
て
い
な
い
。

イ
ン
プ
ッ
ト
の
供
給
業
者
は
、
排
他
権
購
入
者
が
成
功
す
れ
ば
、
制
限
を
受
け
て
い
な
い
供
給
業
者
が
、
引
き
続
い
て
ラ
イ
バ
ル
に
対
し

て
、
彼
ら
の
イ
ン
プ
ッ
ト
価
格
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
予
想
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
思
慮
深
い
供
給
業
者
は
、
こ
の
可
能
性
を
排

他
権
販
売
の
機
会
費
用
と
し
て
考
慮
に
加
え
、
こ
れ
が
排
他
権
の
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
て
、
排
他
権
の
購
入
を
求
め
る
数
を
減
ら
す
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
こ
れ
に
つ
い
て
も
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
、
排
他
権
購
入
者
の
独
占
力
は
、
購
入
者
と
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者

北法46(6・63)1553

に
、
固
有
の
相
互
利
得
を
も
た
ら
し
て
、
こ
れ
が
十
分
に
相
殺
の
効
果
を
持
つ
と
し
て
重
視
し
て
い
な
い
。

イ
ン
プ
ッ
ト
の
供
給
業
者
が
、
独
占
利
潤
の
よ
り
多
く
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
出
し
し
ぶ
り
の
問
題
は
、
当
事
者
間
で
の
独
占
利
潤
の
分

配
の
問
題
で
あ
る
が
、
多
数
の
供
給
業
者
が
市
場
に
い
る
場
合
、

そ
の
間
の
排
他
権
を
販
売
す
る
競
争
が
、
こ
の
出
し
し
ぶ
り
を
妨
げ
た
り
、
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少
な
く
と
も
制
限
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
定
の
要
因
が
、
排
他
権
購
入
者
に
出
し
し
ぶ
り
の
問
題
を
乗
り
越
え
さ
せ
る
に
十
分

な
も
の
を
提
供
さ
せ
て
、
供
給
業
者
に
排
他
権
販
売
を
誘
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
し
て
、
①
排
他
権
購
入
者
の
市
場
シ
ェ
ア
が
大
き
な
場

τ~~ 

両岡

合
、
独
占
力
に
よ
る
報
酬
は
大
き
く
な
る
の
で
、
反
競
争
的
排
除
行
為
に
多
く
を
支
出
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
②
イ
ン
プ
ッ
ト
に
対
す
る
需

要
が
幅
広
い
場
合
に
は
、
排
他
権
購
入
者
と
競
争
す
る
者
に
対
す
る
需
要
を
失
う
こ
と
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
に
対
し
て
取
る
に
足
り

な
い
効
果
し
か
持
た
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
、
排
他
権
協
定
に
よ
り
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
独
占
力
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
協
定
の
執

行
を
通
常
妨
げ
る
要
因
は
な
い
と
す
る
。
た
だ
し
、
ラ
イ
バ
ル
が
排
他
権
購
入
者
を
上
回
る
値
づ
け
を
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
例
え
ば
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
が
独
占
体
な
ら
ば
、
購
入
者
に
独
占
力
を
与
え
る
よ
う
な
排
他
権
譲
渡
は
た
い
て
い
行
わ
な
い
だ
ろ
う

(
白
)

と
分
析
し
て
い
る
。

(
認
)

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
次
の
よ
う
な
数
値
例
を
挙
げ
て
、
上
記
の
議
論
を
説
明
し
て
い
る
。
イ
ン
プ
ッ
ト
販
売
業
者
を

S
、

排
他
権
購
入
者
を

X
、
ラ
イ
バ
ル
を

Y
と
す
る
。

①

Y
へ
の

1
個
二

0
0
ド
ル
で
の
販
売
を
、

S
が
取
り
や
め
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
す
る

X
が

S
に
行
う
べ
き
補
償
は
、

S
の
次
の
オ
プ

シ
ヨ
ン
の
販
売
先
が
、

-
個
一
九

0
ド
ル
で
の
輸
出
で
、
輸
送
費
が
五
ド
ル
と
す
る
と
、

一
五
ド
ル
の
補
償
が
必
要
と
な
る
。

②
さ
ら
に

Y
に
よ
る
別
の
イ
ン
プ
ッ
ト
販
売
業
者
か
ら
購
入
す
る
コ
ス
ト
が
、

S
か
ら
の
購
入
に
比
べ
て
五

0
ド
ル
増
加
す
る
と
す
る
。

Y
が
X
に
対
抗
し
て

S
に
提
示
す
る
額
は
、
こ
の
五

0
ド
ル
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

Y
に
よ
る
対
抗
が
あ
る
場
合
に
は
、

X
は
S
に
排

他
権
購
入
に
六
五
ド
ル
支
払
う
必
要
が
あ
る
。

③
次
に
排
他
権
戦
略
が
成
功
す
れ
ば
、
排
他
権
を
ま
だ
販
売
し
て
い
な
い
イ
ン
プ
ッ
ト
販
売
業
者
は
、

Y
に
イ
ン
プ
ッ
ト
販
売
の
際
に
よ

り
高
い
価
格
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

S
の
二

0
0
ド
ル
の
販
売
価
格
は
、
二
二
五
ド
ル
に
上
昇
す
る
と
予

北法46(6・64)1554



想
で
き
る
と
す
る
。

Y
に
よ
る
対
抗
が
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
価
格
の
上
昇
分
二
五
ド
ル
と
、
排
他
権
を
販
売
す
る

S
が
輸
出
に
代
替
先
を
見
い
だ
す
際
の
補
償
分
と
し
て
の
一
五
ド
ル
と
の
合
計
四

0
ド
ル
を
、
排
他
権
購
入
に
お
い
て

X
は
S
に
支
払
わ
な

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
Y
に
よ
る
対
抗
が
あ
れ
ば
、
対
抗
の
提
示
額
は
五

0
ド
ル
で
イ
ン
プ
ッ
ト
上
昇
予
想
分
の
二
五
ド
ル
を
上
回
っ
て
い

る
か
ら
、

X
は
こ
の
場
合
も

S
に
六
五
ド
ル
支
払
い
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
)

④
X
が

S
に
必
要
な
補
償
の
総
額
は
、

Y
に
S
は
一
O
個
販
売
し
て
い
た
と
す
る
と
、
六
五

0
ド
ル
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

X
の
収

益
は
次
の
通
り
。
排
他
権
獲
得
前
に
、

X
は
九
O
個
販
売
し
て
シ
ェ
ア
は
九
O
%
だ
っ
た
と
す
る

(
残
り
は

Y
の
一
O
個
)
。
排
他
権
購
入

(
こ
れ
は

Y
の
イ
ン
プ
ッ
ト
購
入
の
増
加
コ
ス
ト
の
五

0
ド
ル
よ
り
も
低

い
)
、
九
O
個
引
続
き
売
れ
た
と
す
る
。
(
市
場
の
需
要
弾
力
性
は

0
・
五
と
い
う
こ
と
)
o
X
の
収
入
は
、
山
W
C

×
K5HAH()
印
〔
)
ド
ル
増
加
し
て
、

補
償
総
額
六
五

0
ド
ル
を
上
回
る
収
入
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
排
他
権
獲
得
前
に
、

X
は
叩
個
売
っ
て
シ
ェ
ア
は
印
%
だ

後
に
、

X
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
価
格
を
四
五
ド
ル
引
き
上
げ
た
が

っ
た
と
し
て
、
排
他
権
獲
得
後
、
四
五
ド
ル
値
上
げ
し
て
も
、
一
O
個
は
変
わ
ら
ず
売
れ
た
と
す
る
。
(
需
要
弾
力
性
は
ご
・
二
と
い
う
こ
と
)
。

収
入
増
加
は
、
九
日
ω
×
5
H
A
F
ω
。
ド
ル
で
、
補
償
額
の
六
五

0
ド
ル
に
満
た
ず
、
排
他
権
戦
略
は
利
益
に
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
分
析
に
対
し
て
、
厳
し
い
批
判
が
あ
る
。
ま
ず
、

イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
は
代
替
的
販
路
を
持
っ
て
お
り
、
排
他
権
購
入
者
の
製
品

は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
の
商
品
を
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
利
用
す
る
い
く
つ
か
の
製
品
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
ず
、
追
加
の
補
償

は
わ
ず
か
で
良
い
と
の
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
の
議
論
に
つ
い
て
、
こ
の
前
提
を
保
証
す
る
も
の
は
な
い
と
の
批
判
で
あ
る
。
代

替
的
な
仮
定
、
す
な
わ
ち
良
質
の
販
売
先
は
見
つ
け
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
、
同
様
に
も
っ
と
も
ら
し
く
思
わ
れ
る
と
指
摘
さ

(
お
)

れ
て
い
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
戦
略
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
態
で
行
わ
れ
て
い
る
か
に
も
依
存
す
る
よ
う
に
思
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わ
れ
る
。
例
え
ば
、
排
他
権
購
入
者
が
メ
ー
カ
ー
で
流
通
業
者
か
ら
排
他
的
供
給
契
約
と
い
う
排
他
権
を
購
入
す
る
事
案
で
は
、
個
々
の
流

通
業
者
に
と
っ
て
は
取
扱
い
商
品
量
が
確
保
さ
れ
れ
ば
い
い
の
で
あ
っ
て
(
純
閉
鎖
率
は
零
と
い
う
こ
と
)
、
複
数
メ
ー
カ
ー
の
商
品
を
扱

Z命

っ
て
い
た
の
が
、
排
他
権
の
販
売
に
よ
っ
て
単
一
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
扱
う
こ
と
に
転
換
し
た
と
し
て
も
、
構
わ
な
い
わ
け
で
あ
ろ
う
。

わ
ば
イ
ン
プ
ッ
ト
の
代
替
的
販
路
を
探
す
必
要
も
な
い
わ
け
で
あ
り
、

メ
ー
カ
ー
の
追
加
補
償
は
不
要
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ベ
ン
カ
ン
プ
が
あ
げ
る
よ
う
な
、
流
通
業
者
が
複
数
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
排
他
的
受
入
契
約
を
獲
得
す
る
と
い
う
形
で
の
排
他
権
を
購
入
す
る

タ
イ
プ
や
、

ア
ル
コ
ア
が
電
力
会
社
か
ら
電
力
は
購
入
せ
ず
に
、
ラ
イ
バ
ル
に
電
力
を
販
売
し
な
い
と
い
う
裸
の
排
他
権
を
購
入
す
る
タ
イ

プ
で
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
に
は
商
品
の
代
替
的
販
売
先
を
探
す
必
要
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
場
合
に
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供

給
業
者
へ
の
補
償
は
か
な
り
大
き
な
も
の
に
な
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

イ
ン
プ
ッ
ト
へ
の
需
要
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
プ

(M) 

ッ
ト
供
給
業
者
の
販
売
量
減
少
を
招
く
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
補
償
を
要
す
る
と
の
批
判
も
あ
る
。
こ
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
テ
ン
メ

さ
ら
に
、
排
他
権
購
入
者
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
で
独
占
力
を
獲
得
し
た
場
合
、

イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
直
接
的
な
考
慮
の
外
に
置
い
て
い
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
も
具
体
的
な
排
他
権
の
性
質
に
依
存
す
る
問
題
で
あ

る
よ
う
に
、
思
わ
れ
る
。

ホ
ベ
ン
カ
ン
プ
は
、
「
寡
占
市
場
形
成
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ
」

の
類
型
に
つ
い
て
、
市
場
構
造
に
か
か
わ
ら
ず
、
成
功
し

そ
う
に
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
ケ

l
ス
で
は
、
排
他
権
協
定
に
参
加
し
て
い
な
い
業
者
間
の
寡
占
的
協
調
行
動
が
利
益
を

生
み
出
す
な
ら
ば
、
排
他
的
供
給
契
約
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
り
も
独
立
の
販
売
業
者
で
い
た
方
が
、
は
る
か
に
利
益
が
上
が
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
販
売
業
者
が
排
他
的
供
給
契
約
か
ら
逃
れ
て
独
立
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
を
協
定
に
引
き
留
め
る

(
お
)

為
の
コ
ス
ト
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
の
考
え
は
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
で
得
た
独
占
利
潤
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
は
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
と し、

北法46(6・66)1556
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そ
れ
に
は
か
な
り
の
独
占
利
潤
の
発
生
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
方
、
排
他
権
協
定
か
ら
逃
れ
る
こ
と

が
別
な
要
因
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
状
況
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
株
式
所
有
や
依
存
性
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

す
る
も
の
で
あ
る
が
、

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
こ
の
戦
略
を
可
能
と
す
る
要
因
の
一
つ
に
、
排
他
権
を
販
売
す
る
側
の
業
者
間
の
競
争
の
存
在
を
見

(
お
)

て
い
る
。
確
か
に
イ
ン
プ
ッ
ト
販
売
業
者
に
と
っ
て
は
、
情
報
が
不
完
全
で
将
来
の
イ
ン
プ
ッ
ト
価
格
の
上
昇
を
十
分
予
測
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、
時
聞
が
経
て
ば
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
は
情
報
を
入
手
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト
の
価
格
が
上
昇
す
る
の
で

(

竹

山

)

せ
い
ぜ
い
、
略
奪
者
は
短
期
の
収
益
を
獲
得
し
得
る
に
留
ま
る
と
の
分
析
も
あ
る
。
た
だ
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
排
他
権
協
定
を
い

あ
り
、

っ
た
ん
始
め
る
と
継
続
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
何
ら
か
の
便
益
が
生
じ
る
状
況
が
あ
る
な
ら
ば
、
当
初
の
状
態
こ
そ
が
重
要
な
の
だ
と
言
う

こ
と
も
で
き
、
こ
こ
で
も
ど
ん
な
排
他
権
な
の
か
、
ど
ん
な
イ
ン
プ
ッ
ト
な
の
か
に
依
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
共
同
行
為
の
組
織
化
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ
」
の
類
型
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
プ

y

ト
供
給
業
者
間
の
協
定
な
く
し
て
、
ど

う
し
て
戦
略
は
有
効
に
働
く
の
か
、
始
ま
っ
た
と
し
て
も
何
故
安
定
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
供
給
業
者
に
よ
る
単
独

の
価
格
引
き
上
げ
は
、
強
力
な
買
手
が
始
め
よ
う
が
強
力
で
な
い
買
手
が
始
め
よ
う
が
、
販
売
額
と
利
潤
の
損
失
の
み
を
生
む
で
あ
ろ
う
、

(
お
)

他
の
供
給
業
者
も
同
様
に
実
行
す
る
場
合
に
の
み
機
能
す
る
の
で
あ
る
と
の
指
摘
で
あ
る
。
だ
が
私
見
に
よ
れ
ば
、
現
実
に
独
占
力
が
発
生

し
て
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
間
の
横
の
協
定
が
立
証
で
き
な
い
場
合
に
、
こ
の
行
為
類
型
を
問
題
に
す
る
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

寸
イ
ン
プ
ッ
ト
の
超
過
購
入
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ
」
の
類
型
に
つ
い
て
も
、

イ
ン
プ
ッ
ト
保
管
の
為
に
か
な
り
の
在
庫
費

さ
ら
に
結
局
は
、
技
術
的
あ
る
い
は
市
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
ま
ず
い
投
資
を
し
て
、
事
実
上
、
非
経
済
的

(
ぬ
)

な
長
期
契
約
に
ロ
ッ
ク
イ
ン
さ
れ
た
こ
と
を
、
排
他
権
購
入
者
が
見
い
だ
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
。
ク
ラ
テ
ン
メ
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用
を
負
担
す
る
か
も
し
れ
ず
、

イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
が
こ
の
類
型
の
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
ア
ル
コ
ア
事
件
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
で
も
、
こ
の
類
型
を
用
い
た
説

(ω) 

明
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
も
、
排
他
権
が
そ
れ
自
体
で
購
入
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、



説

商
品
の
超
過
購
入
に
よ
り
結
果
的
に
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
超
過
購
入
の
類
型
で
は
、
法
の
適
用
に
よ
っ
て
経

済
効
率
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
超
過
購
入
が
被
告
が
合
理
的
に
必
要
と
す
る
も
の
を
か
な
り
超
過
し
て
お
り
、
イ
ン
プ
ッ
ト

言命

か
な
り
の
非
効
率
な
資
源
の
利
用
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
、
原
告
が
立
証
す
る
こ
と
が
要
求
さ

(
H
U
)
 

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
原
告
の
立
証
が
非
常
に
難
し
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
排
他
権
が
別
個
に
購
入
さ
れ
る

の
購
入
者
が
非
常
に
大
き
く
て
、

タ
イ
プ
の
超
過
購
入
の
事
案
は
別
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

メ
ー
カ
ー
が
多
く
の
販
売
業
者
か
ら
排
他
的
供
給
契
約
を
獲
得
し
て
、
自
ら
の
そ

れ
ら
の
販
売
業
者
へ
の
総
商
品
供
給
量
が
、
排
他
契
約
締
結
前
の
販
売
業
者
の
取
扱
い
総
数
量
よ
り
も
少
な
け
れ
ば
、
超
過
購
入
に
よ
る
純

閉
鎖
が
生
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
類
型
で
は
、

イ
ン
プ
ッ
ト
保
管
費
用
な
ど
は
か
か
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
批
判
は
あ
た

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
排
他
権
の
具
体
的
形
態
に
こ
の
戦
略
の
実
行
可
能
性
が
依
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
の
、
潜
在
的
な
独
占
利
潤
を
排
他
権
の
購
入
者
と
売
手
と
の
問
で
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の

分
析
に
対
し
て
は
、
水
平
的
共
謀
で
は
ラ
イ
バ
ル
は
独
占
利
潤
を
と
も
に
す
る
が
、
垂
直
的
排
除
で
は
そ
う
で
は
な
く
、

ラ
イ
バ
ル
は
排
他

権
購
入
者
と
排
他
権
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
依
然
と
し
て
競
り
合
い
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
に
独
占
利
潤
の
一
層
の
引
出
し
を
許
し
、
買
手
に

(
M
M
)
 

と
っ
て
の
排
他
権
の
価
値
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な
る
と
の
批
判
も
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
も
排
他
権
の
具
体
的
形
態
が
何
か
に
、

独
占
利
潤
の
分
配
が
円
満
に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
が
、
依
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

サ
I
プ
は
、
排
他
権
の
購
入
で
利
益
が
上
が
る
の
は
、
排
他
権
が
購
入
者
に
ユ
ニ
ー
ク
な
効
率
性
を
生
み
出
す
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る

と
指
摘
し
て
、
権
利
は
そ
れ
を
最
も
高
く
評
価
す
る
購
入
者
に
行
く
の
で
あ
り
、
効
率
性
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
潜
在
的
な
独

占
力
の
大
き
さ
は
、
単
に
権
利
が
購
入
者
に
生
み
出
す
効
率
性
の
関
数
な
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
超
過
購
入
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル

(

円

相

)

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
が
述
べ
た
排
他
権
購
入
者
が
獲
得
す
る
優
位
性
の
発
生
要
因
も
、
優
れ
た
効
率

コ
ス
ト
引
上
げ
の
際
の
、

性
の
産
物
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
優
れ
た
効
率
性
の
み
が
排
他
権
の
購
入
を
利
益
の
あ
る
も
の
に
す
る
の
だ
か
ら
、
排
他
権
の
背
後
に
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あ
る
起
動
力
は
、
競
争
者
の
コ
ス
ト
増
大
で
は
あ
り
そ
う
も
な
く
、
排
他
権
に
対
す
る
競
争
は
、
単
に
資
源
の
市
場
で
の
配
分
の
例
を
示
し

(
H
H
)
 

て
い
る
と
す
る
。
だ
が
私
見
に
よ
れ
ば
、
排
他
権
を
購
入
し
て
独
占
利
潤
を
得
る
為
の
競
争
が
最
も
効
率
的
な
者
の
勝
利
に
終
わ
る
と
し
て

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

も
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
で
独
占
力
が
生
じ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ク
フ

テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
も
、
排
他
権
に
対
す
る
競
争
市
場
が
競
争
的
な
製
品
市
場
に
導
き
そ
う
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
反

ト
ラ
ス
ト
法
は
垂
直
的
協
定
な
い
し
マ

l
ジ
ャ
ー
に
よ
る
反
競
争
的
な
排
除
の
主
張
に
無
関
心
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
を
反
駁
す
る

(
必
)

に
は
、
十
分
な
根
拠
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

第
三
節

効
率
悪
化
と
効
率
増
進
の
比
較
衡
量

排
他
権
の
獲
得
が
効
率
性
も
伴
う
場
合
が
あ
る
一
方
で
、
排
他
権
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
に
独
占
力
を
生
み
出
す
場
合
が
あ
る
こ
と
も
明

ら
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
効
率
悪
化
と
効
率
増
進
の
比
較
衡
量
が
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
く
る
。

(
必
)

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ヅ
プ
は
次
の
よ
う
に
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ

l
と
サ
ロ
ッ
プ
は
、
こ
の
問
題
の
難
し
さ

の
核
心
部
分
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
が
保
護
し
よ
う
と
す
る
消
費
者
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
を
ど
の
よ
う
に
記
述
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
。
仮

に
シ
ャ

l
マ
ン
法
が
、
消
費
者
と
企
業
に
対
し
て
、

一
定
の
企
業
に
独
占
力
を
与
え
る
取
引
制
限
が
な
い
状
態
で
取
引
を
行
な
う
権
利
を
認

め
て
い
る
と
す
る
の
な
ら
ば
、

コ
ス
ト
節
減
が
か
な
り
大
き
な
為
に
、
独
占
力
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
価
格
が
下
落
す
る
場
合
で
な
け
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れ
ば
、
効
率
性
の
主
張
に
よ
っ
て
独
占
力
を
生
み
出
す
排
他
的
協
定
を
救
済
す
べ
き
で
は
な
い
。
他
方
、
仮
に
シ
ャ

l
マ
ン
法
が
、
消
費
者

と
株
主
と
の
聞
の
富
の
分
配
を
問
題
と
せ
ず
、
効
率
的
取
引
と
低
い
生
産
コ
ス
ト
の
純
価
値
の
促
進
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
コ
ス

ト
節
減
の
可
能
性
と
規
模
は
、
排
除
の
主
張
の
違
法
性
の
判
断
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
な
ろ
う
と
述
べ
る
。



説

そ
の
上
で
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
判
例
に
お
け
る
先
例
の
重
み
は
、
効
率
性
を
正
当
化
事
由
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
拒
否
す
る
者
の
側
に
あ

る
と
分
析
し
、
現
在
、
負
担
は
変
化
を
主
張
す
る
者
の
側
に
あ
る
と
し
て
、
効
率
性
の
増
進
を
排
他
権
の
反
競
争
的
効
果
の
相
殺
抗
弁
と
し

論

て
主
張
す
る
者
は
、
次
の
こ
と
を
準
備
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
①
こ
れ
ら
の
効
率
性
の
規
模
を
見
積
る
基
準
を
開
発
す
べ
き
で
あ
る
。
例

え
ば
、
フ
リ

1
ラ
イ
ダ

i
効
果
を
除
去
す
る
使
益
の
ド
ル
額
を
測
定
す
べ
き
で
あ
る
。
②
効
率
性
が
ど
の
よ
う
に
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
、

あ
る
い
は
、
よ
り
反
競
争
的
で
な
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
得
ら
れ
る
か
、
評
価
す
る
方
法
を
開
発
す
べ
き
で
あ
る
。
③
金
銭
上
の
経
済
性
と
、
現

実
の
経
済
性
を
区
別
し
て
、
後
者
の
み
を
カ
ウ
ン
ト
す
べ
き
で
あ
る
。
④
価
格
増
加
に
帰
結
す
る
有
効
な
排
除
の
中
か
ら
、
以
下
を
区
別
す

る
基
準
を
定
立
す
べ
き
で
あ
る
。

(a)
単
な
る
消
費
者
か
ら
株
主
へ
の
富
の
移
転
、

b
)
富
を
消
費
者
か
ら
非
生
産
的
な
も
の
へ
と
移
転

し
て
し
ま
う
、

レ
ン
ト
シ

i
キ
ン
グ
と
か
戦
略
的
参
入
阻
止
の
よ
う
な
活
動
を
生
じ
る
も
の
、

(

C

)

富
を
増
加
さ
せ
る
技
術
革
新
に
対
し

て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
も
の
。

だ
が
、
二
種
の
排
他
権
協
定
は
処
理
し
や
す
い
と
す
る
。
①
協
定
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
、
全
て
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
の
み
で
あ

り
、
全
て
が
排
他
権
購
入
者
に
よ
り
効
率
的
に
消
費
さ
れ
、
純
閉
鎖
率
は
零
で
あ
り
、
付
加
的
な
排
他
的
条
項
が
な
い
場
合
で
あ
る
。
協
定

は
、
当
然
適
法
と
扱
う
の
が
最
善
で
あ
り
得
る
。
②
排
他
権
購
入
者
が
、
裸
の
排
他
権
の
み
を
得
て
、
供
給
業
者
か
ら
自
ら
は
イ
ン
プ
ッ
ト

を
購
入
し
な
い
場
合
は
、
効
率
性
増
進
の
主
張
は
ほ
と
ん
ど
疑
わ
し
く
、
排
他
権
購
入
者
に
対
し
て
、
反
競
争
的
効
果
の
合
理
的
可
能
性
が

な
い
こ
と
を
証
明
す
る
負
担
を
割
り
当
て
る
こ
と
が
、
公
正
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

そ
し
て
残
る
多
く
の
ケ

l
ス
で
は
、
判
例
の
重
み
の
理
由
と
、
部
分
的
に
は
排
他
権
自
体
は
し
ば
し
ば
特
有
の
コ
ス
ト
節
減
を
生
み
出
さ

な
い
こ
と
を
理
由
に
、
原
告
側
が
現
実
の
な
い
し
蓋
然
的
な
競
争
阻
害
を
立
証
し
た
場
合
に
は
、
被
告
側
に
測
定
可
能
で
特
定
の
効
率
性
を

正
当
化
事
由
と
し
て
立
証
す
る
負
担
を
課
す
こ
と
は
、
不
合
理
で
は
な
い
と
考
え
る
と
結
論
し
て
い
る
。(幻
)

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
議
論
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
判
例
の
理
解
に
つ
い
て
、
異
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ホ
ベ
ン
カ
ン
プ
は
、
ラ
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イ
パ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
も
効
率
性
増
進
も
計
測
す
る
こ
と
は
事
実
上
ポ
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ

は
、
市
場
構
造
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
な
る
純
粋
に
理
論
的
な
証
拠
を
認
め
て
、
有
害
性
に
つ
い

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

て
は
間
接
的
で
憶
測
上
の
証
拠
に
基
づ
い
て
行
為
を
非
難
し
つ
つ
、
行
為
が
効
率
増
進
的
で
あ
る
と
の
等
し
く
説
得
力
の
あ
る
理
論
的
証
拠

を
無
視
し
て
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
立
場
は
、
垂
直
的
制
限
が
バ
ラ
ン
ス
の
上
で
、
反
競
争
的
で
あ
る
以
上
に
効
率
的
で
は
あ
り
そ
う
も
な

い
場
合
に
の
み
弁
護
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
純
粋
に
理
論
的
な
証
拠
の
基
礎
に
基
づ
い
て
、

一
定
の
行
為
が
両
方
の
効
果
が
あ
る

(
必
)

場
合
に
は
、
何
が
生
じ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
し
、
起
こ
っ
た
場
合
の
程
度
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
サ

l
プ
は
、
品
目

の
購
入
と
使
用
に
よ
る
事
実
上
の
ラ
イ
バ
ル
排
除
と
、
排
他
権
購
入
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
排
除
と
を
区
別
す
る
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ

(ω) 

プ
の
見
解
を
、
排
除
の
経
済
効
果
は
同
一
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
行
為
が
社
会
的
な
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
両
面
を
有
す
る
場
合
で
、
数
量
的
評
価
が
困
難
な
場
合
に
、
ど
ち
ら
に

優
越
性
を
与
え
る
か
は
、
法
的
価
値
判
断
の
問
題
と
な
ろ
う
。
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
独
禁
法
制
の
体
系
的
解
釈
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ

き
問
題
で
あ
ろ
う
。

第
四
節

救
済
措
置
と
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論

別
な
角
度
か
ら
の
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
批
判
は
、
こ
の
理
論
よ
り
も
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
市
場
の
競
争
制
限
行
為
に
焦
点
を
合
わ

せ
て
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
を
行
う
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ブ
レ
ナ
ン
は
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
の
手
段
で
あ
る
イ
ン
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プ
ッ
ト
価
格
は
、

イ
ン
プ
ッ
ト
市
場
で
独
占
力
を
得
な
け
れ
ば
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
て
、
独
占
力
が
獲
得
さ
れ
る
な
ら
ば
、

こ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
市
場
の
独
占
化
行
為
自
体
が
違
法
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
力
が
排
他
権
購
入
者
の
排
他
供
給
契
約
に
よ
っ
て



説

(
印
」

行
使
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
二
次
的
な
問
題
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
プ
レ
ナ
ン
は
、

言命

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
の
貢
献
は
、
伝
統

的
水
平
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
発
展
さ
せ
得
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
り
も
、
よ
り
狭
い
市
場
に
注
意
を
与
え
た
こ
と
に
あ
る

(
日
)

と
す
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
は
、
注
意
を
イ
ン
プ
y

ト
市
場
で
は
な
く
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
に
誤
っ
て
向
け
さ
せ

(
臼
)

る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

だ
が
私
見
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
、

イ
ン
プ
ッ
ト
市
場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
価
格
引
上
げ
力
が

形
成
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
注
意
深
く
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
批
判
の
意
義
は
、

よ
り
イ
ン
プ
ッ
ト
市
場
の
分
析
に
慎
重

で
あ
る
べ
き
こ
と
を
留
意
さ
せ
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
ブ
レ
ナ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上

げ
理
論
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
は
、
違
法
性
認
定
後
の
救
済
措
置
の
焦
点
を
ど
こ
に
合
わ
せ
る
か
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
を
支
持
す
る
グ
リ

l
ア
は
、
最
も
容
易
で
適
切
な
救
済
措
置
は
、
排
他
的
取
引
、
抱
合
せ
、
垂
直
的
統
合

(
臼
)

等
の
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
の
源
泉
を
除
去
す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ブ
レ
ナ
ン
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
市
場

(
臼
)

に
お
け
る
独
占
力
が
垂
直
的
関
係
の
排
除
の
み
で
は
除
去
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
競
争
の
回
復
に
対
す
る
救
済
措
置
の
妥
当
性
を
念
頭
に
お
い
て
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
の
構
成
を
採
る
か
、

イ
ン
プ
ッ
ト
市
場
の
独
占
力
を
直
接
問
題
に
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
か
を
決
め
る
や
り
方
も
、
あ
り
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ブ
レ
ナ
ン
は
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
注
意
を
競
争
者
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
裁
判
所
・
当
局
を
、
競

争
者
の
保
護
に
過
度
に
敏
感
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
効
率
的
な
垂
直
的
統
合
に
対
し
て
企
業
に
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

(
日
)

反
ト
ラ
ス
ト
法
の
運
用
を
過
去
の
過
剰
介
入
の
時
代
に
逆
戻
り
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
も
批
判
し
て
い
る
。
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ

プ
は
、
単
に
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
る
だ
け
で
は
違
法
と
は
す
べ
き
で
は
な
く
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
で
の
独
占
力
発
生
も
要
件
と

す
る
こ
と
で
、
こ
の
危
険
性
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
極
端
な
場
合
を
除
い
て
独
占
力
を
獲
得
で
き
な
い
な
ら
ば
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
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上
げ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
起
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
一
方
、
要
件
を
厳
し
く
す
る
こ
と
で
、
競
争
者
保
護
的
な
法
運
用
を
回
避
で
き
る
と

(
日
)

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

第
五
節

他
の
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
類
型

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
は
、
本
稿
で
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
行
為
類
型
と
は
、
異
な
る
展
開
も
為
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ベ
ン
カ
ン
プ

(
幻
)

は
、
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
い
る
。
①
大
企
業
が
政
府
に
対
し
て
、
小
企
業
に
は
厳
し
い
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
規
制
を
請
願
す
る
こ
と
。

例
え
ば
、
飛
行
機
に
三
人
の
搭
乗
員
を
必
要
と
す
る
と
の
規
制
は
、
小
さ
な
飛
行
機
を
用
い
る
小
企
業
に
多
く
の
負
担
と
な
る
。
②
支
配
的

企
業
が
小
企
業
に
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
。
訴
訟
費
用
は
固
定
費
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
販
売
量
が
少
な
い
企
業
に
は
単
価
当
た
り
の
コ
ス
ト

が
多
く
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
③
資
本
集
約
型
企
業
が
労
組
と
の
聞
で
、
市
場
全
体
で
の
賃
金
増
加
を
も
た
ら
す
よ
う
な
仕
方
で
交
渉
す
る

こ
と
。
労
働
集
約
型
企
業
に
は
厳
し
い
結
果
を
も
た
ら
す
。
④
R
&
A
を
主
導
す
る
支
配
的
企
業
が
、
周
辺
企
業
も
追
随
せ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
を
知
り
つ
つ
、
意
図
的
に
規
模
の
経
済
性
が
大
き
な
技
術
を
選
択
す
る
こ
と
。
限
界
的
な
あ
る
い
は
存
在
し
な
い
技
術
革
新
に
関
す
る

一
連
の
特
許
を
得
る
こ
と
を
、
他
企
業
が
そ
の
特
許
の
周
辺
で
発
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
正
当
性
を
争
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
知
り
つ
つ
行
う
こ
と
。

(
日
)

ま
た
、
経
済
学
の
モ
デ
ル
も
種
々
、
提
起
さ
れ
て
い
る
。
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
の
可
能
性
の
あ
る
行
為
は
上
記
に
留
ま
る
も
の
で
は
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な
い
だ
ろ
う
。
別
な
機
会
に
こ
れ
ら
は
、
検
討
し
た
い
。



説

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
の
意
義
と
今
後
の
検
討
課
題

第
三
章

論

第
一
節

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
の
評
価

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
の
提
起
し
た
理
論
に
つ
い
て
は
、
自
分
と
し
て
は
現
時
点
で
は
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
評
価
し
て

お
き
た
い
。
「
不
可
欠
施
設
取
得
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ
」
「
裸
の
排
他
権
購
入
・
イ
ン
プ
ッ
ト
の
超
過
購
入
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル

コ
ス
ト
の
引
上
げ
」
「
共
同
行
為
の
組
織
化
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ
」
「
寡
占
市
場
形
成
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ
」

そ
れ
ぞ
れ
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
に
お
け
る
独
占
力
発
生
の
可
能
性
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的

の
各
類
型
は
、

な
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
と
独
占
力
発
生
の
計
測
を
司
法
省
の
マ

l
ジ
ャ

l
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
援
用
し
て
行
な
う
こ
と
も
、

マ
ー
ジ
ャ

l

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
評
価
は
留
保
し
て
お
く
が
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
排
他
権
が
購
入
さ
れ
る
の
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
戦
略
の
実
行
可
能
性
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
①
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
が
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
販
売
損
失
を
補
償
す
る
為
に
生
じ
る

排
他
権
購
入
の
コ
ス
ト
、
②
排
他
権
購
入
者
が
ア
ウ
ト
プ
y

ト
市
場
で
独
占
力
を
獲
得
し
た
場
合
、
イ
ン
プ
ッ
ト
へ
の
需
要
が
減
少
す
る
こ

と
で
、
イ
ン
プ
y

ト
販
売
業
者
の
販
売
量
減
少
を
招
く
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
補
償
す
る
為
に
生
じ
る
排
他
権
購
入
の
コ
ス
ト
、
③
排
他
権

協
定
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
別
な
要
因
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
状
況
の
可
能
性
、
あ
る
い
は
排
他
権
協
定
が
経
済
効
率
性
を
生
み
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
存
続
す
る
可
能
性
、
④
排
他
権
協
定
後
に
時
間
の
経
過
の
中
で
イ
ン
プ
ッ
ト
の
価
格
が
上
昇
す
る
可
能
性
、
⑤
排
他
権
購
入
者
が
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
で
得
る
独
占
利
潤
を
イ
ン
プ
ッ
ト
供
給
業
者
と
円
満
に
分
配
で
き
る
可
能
性
、
⑥
排
他
権
購
入
を
商
品
購
入
と
分
離
し
て

捉
え
ら
れ
る
可
能
性
、
に
関
係
し
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
問
題
を
マ

l
ジ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
援
用
し
つ
つ
作
り
出
さ
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れ
る
具
体
的
基
準
に
う
ま
く
加
味
で
き
る
か
が
、
問
題
と
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
現
実
に
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
の
引
上
げ
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市

場
で
の
独
占
力
の
発
生
が
認
定
さ
れ
れ
ば
、
戦
略
は
実
行
可
能
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
り
、

そ
の
具
体
的
認
定
方
法
こ
そ
が
問
題

ライバルコスト引上げ理論と独禁法・反トラスト法による排他的行為の規制

な
の
だ
と
も
言
え
よ
う
。

ま
た
、
競
争
の
回
復
に
対
す
る
救
済
措
置
の
妥
当
性
を
念
頭
に
お
い
て
、

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
の
構
成
を
採
る
か
、
イ
ン
プ
ッ

ト
市
場
の
独
占
力
を
直
接
問
題
に
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
か
を
決
め
る
や
り
方
も
、
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
効
率
性
増
進
と

反
競
争
的
効
果
の
比
較
衡
量
は
、
各
国
の
独
禁
法
に
お
け
る
法
的
価
値
判
断
の
問
題
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
系
的
解
釈
を
必
要
と
す
る
問
題
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
節

意
義
と
今
後
の
検
討
課
題

本
稿
で
紹
介
・
検
討
し
た
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
の
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
が
、
競
争
政
策
全
般
及
び
日
本
の
独
占
禁

止
法
の
法
理
を
検
討
す
る
際
に
有
し
て
い
る
意
義
と
限
界
、
並
び
に
本
稿
で
検
討
で
き
な
か
っ
た
今
後
の
課
題
に
は
次
の
よ
う
も
の
が
あ
ろ

、つ。
第
一
に
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
が
競
争
政
策
全
般
に
持
っ
て
い
る
意
義
は
、
排
他
的
取
引
に
お
い
て
独
占
力
が
生
み
出
さ
れ
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
計
測
方
法
を
提
起
し
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
シ
カ
ゴ
学
派
が
排
他
的
取
引
に
よ
る
独
占

(
臼
)

力
発
生
を
限
定
的
に
考
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、
独
占
力
の
発
生
す
る
可
能
性
が
は
る
か
に
大
き
い
こ
と
を
理
論
的
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
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と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
こ
の
理
論
が
垂
直
的
制
限
に
よ
る
排
除
行
為
の
一
般
理
論
を
提
起
し
た
こ
と
に
も
、
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
の



説

(ω) 

独
占
禁
止
法
で
は
、
私
的
独
占
と
不
公
正
な
取
引
方
法
が
排
除
行
為
に
対
処
す
る
規
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
過
去
の
公
取
委
の
運
用
で
は
、

大
部
分
は
不
公
正
な
取
引
方
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
法
と
比
較
し
た
場
合
、
日
本
法
の
規
定
は
細
分

論

化
さ
れ
て
い
て
、
行
為
の
実
質
で
は
さ
ほ
ど
異
な
ら
な
い
行
為
が
別
の
規
定
の
対
象
と
な
っ
て
要
件
に
違
い
が
生
じ
る
と
い
っ
た
不
合
理
が

(
日
)

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
提
起
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
日
本
法
の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理

論
は
一
つ
の
視
角
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、

し
か
し
な
が
ら
本
稿
で
紹
介
・
検
討
し
た
サ
ロ
ッ
プ
ら
が
示
し
た
理
論
枠
組
み
は
、
事
業
者
間
の
垂
直
的
制
限
に
よ
る
排
除
行

為
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
消
費
者
向
け
の
抱
合
せ
販
売
に
よ
っ
て
ラ
イ
バ
ル
の
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
る
行
為
は
、
直
接
、
対
象
と
は
し
て
い
な

い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
、
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
の
他
の
類
型
を
検
討
し
な
け
れ
ば
、
排
除
行
為
の
一
般
理
論

の
法
理
の
構
築
ま
で
に
は
至
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
本
稿
で
は
論
じ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、

ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
の
理
論
が
、
独
占
力
が
い
か
に
発
生
す
る
か
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
検
討
し
て
、
法
運
用
を

提
起
し
て
い
る
こ
と
が
日
本
法
の
法
理
に
持
つ
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
私
的
独
占
に
よ
る
市
場
支
配
力
発
生
と
不
公
正
な
取
引

方
法
規
制
と
を
つ
な
ぐ
理
論
が
、
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
不
公
正
な
取
引
方
法
に
お
け
る
公
正
競
争
阻
害
性
と

は
何
か
を
再
検
討
す
る
分
析
視
角
も
、
こ
の
理
論
は
提
供
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
五
に
、
本
稿
で
は
従
来
の
排
除
行
為
の
法
理
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
日
米
そ
れ
ぞ
れ
で
、
従
来
展
開
さ
れ
て
き
た
排

(
臼
)

除
行
為
の
法
理
と
ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
と
を
比
較
検
討
し
た
り
、
新
た
に
別
に
展
開
さ
れ
て
い
る
理
論
を
検
討
し
て
、
よ
り
優
れ

た
排
除
行
為
の
理
論
を
探
求
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

以
上
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
別
稿
で
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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*
末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
拙
稿
を
私
の
北
海
道
大
学
・
北
海
道
大
学
大
学
院
在
学
中
の
恩
師
で
あ
り
、
公
私
と
も
に
お
世
話
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
実
方
謙
二
先
生
に
捧
げ
ま
し
て
、
学
思
に
対
し
て
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
先
生
の
一
一
層
の
ご
活
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躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

注
(
1
)
シ
カ
ゴ
学
派
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
村
上
政
博
『
ア
メ
リ
カ
独
占
禁
止
法
|
シ
カ
ゴ
学
派
の
勝
利
|
』
(
有
斐
閣
・
一
九
八
七
年
)
が
詳
し
い
。
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(
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)
こ
の
場
合
、
垂
直
的
制
限
と
し
て
考
察
さ
れ
て
い
る
対
象
は
、
排
他
的
供
給
契
約
、
抱
合
せ
販
売
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
独
占
的
事
業
者
に
よ
る

競
争
者
排
除
、
垂
直
的
合
併
、
と
い
っ
た
様
々
な
排
除
行
為
で
あ
る
。
他
方
、
再
販
売
価
格
維
持
の
よ
う
な
垂
直
的
制
限
は
、
そ
の
対
象
と
は

し
て
い
な
い
。
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例
え
ば
、
専
売
制
の
事
案
で
あ
る
笠
宮
E
E
o
-
-
n
c
-
え
の
と
〈
-
Cロ
R
a
g巳
2
ω
ω
叶
包
め

N
S
出
品

(
Z
K
S
)
で
は
、
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
の
必
要
量
購
入
契
約
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
る
遵
守
は
、
競
争
し
て
い
る
供
給
業
者
が
顧
客
を
引
き
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
い
か
な
る
機
会
も

有
効
に
閉
鎖
す
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
抱
合
せ
契
約
の
事
案
で
あ
る
古
宮
『
S
E
E
-
ω
丘
三
U0・〈
-
C
E
Z
ι
ω
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ω
ω
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ωS-ω
句
。
(
呂
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、
吋
)
で
は
、
ご
」
れ
ら
の
契
約
に
よ
り
影
響
す
る
事
業
量
が
、
か
な
り
の
も
の
で
は
な
い
と
か
、
実
質
的
な
も
の
で

は
な
い
と
言
う
こ
と
は
で
き
ず
、
協
定
の
持
つ
独
占
達
成
の
傾
向
は
明
白
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
垂
直
的
合
併
の
事
案
で

あ
る

F
O垣ロ
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2
n
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-
C
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。
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N
2
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N
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(
E
S
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で
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
広
範
な
垂
直
的
協
定
は
、
そ
の
性
質
上
、
少
な
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説

く
と
も
し
ば
ら
く
の
問
、
供
給
業
者
の
競
争
者
に
対
し
て
、
垂
直
的
協
定
の
顧
客
側
の
当
事
者
に
対
す
る
取
引
の
一
部
分
か
な
い
し
総
て
に
対

し
て
競
争
す
る
機
会
を
、
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
富
山
門

N
ω
N
E
・
2
1討
-

(
9
)
E
-
巳

NωH1Nωω
・

(叩

)
E
a
国門

N
2・
ボ

l
ク
の
考
え
方
で
あ
る
と
し
て
、
H
N

・∞
C

「
F
吋，
F
m

〉ロ門戸守口凶片
H

d

『
邑
O
H
ω

。品
Jω

。匂

(SJ1∞
)
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
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メ
イ
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!
と
サ
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ッ
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、

C
E
Z
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即
丹
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↓
2
E
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D
白
己
〉
g
i
-
N
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品
C
-
ω
ω
∞
ω
(
E
H
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を
先
例
と
な

る
判
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
事
案
は
、
鉄
道
経
営
者
の
グ
ル
ー
プ
が
、
当
地
の
川
に
か
か
る
唯
一
の
橋
を
取
得
し
て
、
非
所
有
者
の
鉄

道
会
社
に
は
、
差
別
的
条
件
で
利
用
さ
せ
る
と
し
た
事
案
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(日

)
E
-
同
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N
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)
E
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、

C
E
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Z
E
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ヨ
町
コ
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土
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(
立
の
可
・

5
8
)
で
あ
る
。

(げ

)
5・白円い山印
mvlN
。
。
例
え
ば
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

l
が
靴
製
造
販
売
の
一
O
%
、
キ
ニ
ー
が
靴
小
売
販
売
能
力
の
三
O
%
を
占
め
て
い
た
と
す
る
。

そ
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

l
が
キ
ニ

l
を
獲
得
し
て
、
他
の
靴
メ
ー
カ
ー
を
キ
ニ
ー
か
ら
排
除
し
た
と
す
る
。
合
併
前
は
、
靴
供
給
能
力
の
九
O
%

を
ラ
イ
バ
ル
が
占
め
て
い
た
。
キ
ニ
ー
へ
の
取
引
が
閉
鎖
さ
れ
三
O
%
が
閉
鎖
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

l
の
供
給
量
で
あ
る
市
場

全
体
の
一
O
%
分
も
市
場
で
の
販
売
が
不
要
と
な
る
の
で
そ
の
分
は
競
争
者
に
利
用
可
能
と
な
る
の
で
、
閉
鎖
は
三
O
%
で
は
な
く
、
二
O
%

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
九
O
%
の
供
給
量
の
二
O
%
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二
O
%
/
九
O
%
の
計
算
に
よ
り
、
二
二
%
が
純
閉
鎖
率

と
な
る
。

(
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・
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ク
ニ
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ι
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寸
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目
印
〆

N
N
品
己

ω・
ω
∞
ω
(
戸市山
HN)

や、

z
z
z
s
z
C「円
E
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日
ロ
円
〈

C
E
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旦
∞
仲
良
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凹
-ω
。。

c-∞
N
O
∞(同市山
ω
匂
)
の
ケ

l
ス
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
指
摘
し
て
い

る。

論

イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
サ
ー
キ
ッ
ト
事
件
は
、

テ
キ
サ
ス
い
っ
た
い
に
映
画
館
を
経
営
す
る
業
者
が
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
ュ

1
タ
ー
か
ら
そ
の
業
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者
の
競
争
者
の
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
る
約
束
を
取
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
サ
ー
キ
ッ
ト
は
、
一
番
館
を
経
営
し
て
お
り
、

問
題
の
契
約
は
配
給
業
者
に
二
番
館
の
チ
ケ
ッ
ト
価
格
の
引
上
げ
を
要
求
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
劇
場
が
興
業
権
に
対
し
て
支
払
っ
た

価
格
は
必
ず
し
も
上
昇
し
な
か
っ
た
が
、
顧
客
を
引
き
付
け
る
コ
ス
ト
が
上
昇
し
た
と
推
定
さ
れ
る
と
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
指

摘
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
判
決
は
、
暗
黙
の
共
謀
に
よ
る
価
格
引
上
げ
協
定
で
当
然
違
法
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
暗
黙
の
共
謀
が
な
く
と
も
、

ラ
イ
バ
ル
コ
ス
ト
引
上
げ
理
論
で
問
題
に
で
き
た
事
案
で
あ
る
と
ク
ラ
テ
ン
メ
イ
カ
!
と
サ
ロ
ッ
プ
は
論
じ
て
い
る
。
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見
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よ
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ば
、

Y
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代
替
先

S
か
ら
の
増
加
コ
ス
ト
が
五

0
ド
ル

と
さ
れ
て
い
て
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
価
格
の
引
上
げ
額
が
こ
れ
よ
り
少
な
い
四
五
ド
ル
と
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
設
定
す
る
必
要
性
は
な
い
の
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小



者
団
体
規
制
も
事
業
者
団
体
に
よ
る
排
除
行
為
を
規
制
し
て
い
る
。

(
臼
)
滝
川
敏
明
「
取
引
拒
絶
規
制
の
日
・
米

-
E
U
比
較
」
(
経
済
法
学
会
報
告
一
九
九
五
年
一

O
月
六
日
)
。

な
お
、
日
本
で
も
既
に
各
規
制
条
文
を
超
え
た
統
一
的
法
運
用
基
準
の
模
索
も
部
分
的
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
「
流
通
・
取
引

慣
行
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
上
の
指
針
」
(
平
成
三
年
七
月
十
一
日
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
)
で
は
、
「
取
引
先
事
業
者
に
対
す
る
自
己
の

競
争
者
と
の
取
引
の
制
限
」
に
お
い
て
、
「
市
場
に
お
け
る
有
力
な
事
業
者
が
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
、
取
引
先
事
業
者
に
対
し
自
己
又
は
自
己

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
事
業
者
の
競
争
者
と
取
引
し
な
い
よ
う
拘
束
す
る
条
件
を
付
け
て
取
引
す
る
行
為
又
は
取
引
先
事
業
者
に
自
己
又
は
自

己
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
事
業
者
の
競
争
者
と
の
取
引
を
拒
絶
さ
せ
る
行
為
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
競
争
者
の
取
引
の
機
会
が
減
少
し
、
他

に
代
わ
り
得
る
取
引
先
を
容
易
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
行
為
は
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当
し
、

違
法
と
な
る
。
」
と
し
て
、
一
般
指
定
二
項
、
一
一
項
、
二
二
項
を
該
当
条
文
に
挙
げ
て
い
る
が
、
「
市
場
に
お
け
る
有
力
な
事
業
者
」
と
、
「
競

争
者
の
取
引
の
機
会
が
減
少
し
、
他
に
代
わ
り
得
る
取
引
先
を
容
易
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
統
一
的
な
考
慮
事
項
を
挙
げ
て
い
る
。

(
臼
)
例
え
ば
、
大
録
英
一
「
垂
直
的
制
限
の
公
正
競
争
阻
害
性
に
つ
い
て
」
(
『
公
正
取
引
五

O
三
号
』

説号也
白岡

一
九
九
二
年
九
月
)
五

O
頁
以
下
。
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The Theory of Raising Rivals' Costs and the Regulation 
of Anticompetitive Exclusion under Antitrust Laws of the 

United States and Japan 

Minoru FUJ IT A * 

Introduction 

1. Summary of the theory of Raising Rivals' Costs 

(1) Object of the Theory and Concept of Exclusionary Rights 

(2) Error of Formal Foreclosure Theory 

(3) Mechanism of Raising Rivals' Costs and Method of Estimation 

(4) Gaining Power over Price 

n. The Critical Examination of the Theory of Raising Rivals' Costs 
(1) Problems of Method of Estimation 

(2) Costs of Purchasing Exclusionary Rights and the Feasibility of the 

Strategy 

(3) Putting Efficiencies in the Balance 

(4) Remedies and the theory 

(5) Other Types of Raising Rivals' Costs 

m. Significance of the Theory and Unsettled Problems 
(1) Appraisal of the Theory 

(2) Significance and Unsettled Problems 

In this article 1 examined the theory of raising rivals' costs to achieve power 

over price. The theory was published by professors Thomas G. Krattenmaker 

and Steven C. Salop on the Yale Law Journal in 1986 
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They state that in carefully defined circumstances， certain firms can attain 

monopoly power by making arrangements with their suppliers that place their 

competitors at a cost disadvantage. Firstly one should ask whether the conduct 

of the challenged firm unavoidably and significantly increases the costs of its 

competitors. If so， one then should ask whether raising rivals' costs enables the 

excluding firm to exercise monopoly power. 

They describe four techniques that competitors successfully can employ to 

raise their rivals' costs and the circumstances under which success may confer 

on them the power to raise price. They show how courts and antitrust enforcers 

might develop a set of objective guidelines to carry out the proposed two-step 

analysis. They analyze a set of merger guidelines promulgated by the 

Department of ]ustice of the United States and describe when standards of 

measurement like the merger guidelines might facilitate assessing antitrust 

attacks on exclusionary rights agreements and what kind of specific numerical 

standards might be adopted by analogy to the merger guidelines 

Several commentators criticize their theory. The main issue is whether their 

theory insufficiently contains the appraisal of the costs of purchasing 

exclusionary rights. Critics assert that the costs of purchasing exclusionary 

rights make the strategies unprofitable. 

In my view， the feasibility of this strategy depends upon the specific form of 

the exclusionary rights such as exclusive dealing， tying arrangement and 

boycotts. Several issues have relations with this proposition: The amount that 

(1) the purchaser of exclusionary rights must compensate the suppliers for the 

loss for their sales to excluded competitors and the loss for reducing their sales 

volume to the purchaser owing to the purchaser raising its price to monopoly 

level; (2) The likelihood of certain factors preventing the parties from 

terminating the arrangements or the economic efficiencies of the arrangements; 

(3) The likelihood that the suppliers would obtain information over time and the 

price of exclusionary rights would rise up; (4) The likelihood that the purchaser 

of the exclusionary rights could calmly distribute the supracompetitive gains 

between the suppliers and itself; (5) The likelihood that one can separate an 

express exclusionary right from exchange of goods or services. 
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It seems to me that actual practice of the strategy reveal the feasi bility of the 

strategy， though. Rather the crucial point seems to be how we can estimate 

whether the conduct unavoidably and significantly increases the costs of its 

competitors and whether raising rivals' costs enables the excluding firm to 

exercise monopoly power. In this article 1 did not examine the merger guidelines 

of the Department of Justice of the United States and made no comments on the 

proposed means. 

A certain commentator asserts that practices properly criticized by this 

theory necessarily involve horizontal monopolization that can be addressed 

through conventional antitrust analytical techniques. In my view， a significant 

difference between this theory and conventional theory is the outcome of 

remedies. We should select the theory on account of relevance of remedies for 

restoring competitlOn. 

A certain commentator indicates that the antimonopoly laws of Japan have so 

diversified provisions toward the unfair business practices. This theory seems 

to make a good suggestion toward forming the unified theory against unfair 

business practices 

In my view， the accepted theory in ]apan is not sufficient for the nexus 

between the prohibition against private monopolization and the prohibition 

against unfair business practices. This theory seems to make a good suggestion 

as well. 

However this theory contains only the strategy of vertical restraints between 

firms and dose not treat practices toward consumers like tying arrangement. We 

should examimぅtheother kinds of raising rivals' costs theory and also compare 

other theories of exclusionary practices with raising rivals' costs theory in 

order to propose a beUer theory. 

“To Professor Kenji Sanekata with the compliments and deepest gratitude of 

Minoru Fujita" 
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